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Ƕ ǟ Ȉ ǲ 

 本校は、「実社会で通用する実務的な人材育成を行いたい」という想い

を実現すべく、大学教育と実務教育を総合した実社会に直接役立つ産業人

の養成を目的とし、建学の精神を次のように制定し、「中央経済専門学校」

として昭和 43 年に開学致しました。 

建学の精神 

一 質実にして明朗な人格形成 

一 専門的な学問とその応用を通して社会に貢献する人格形成 

 その後、昭和 45 年に「富山経専門学校」へ、さらに平成 14 年に「富山

情報ビジネス専門学校」へ校名を変更いたしました。 

また平成 21 年に教育理念を次のように定めました。 

教育理念 

富山情報ビジネス専門学校は、より時代のニーズに合った高度な専門性

を高める教育機関であると共に、人間としての素養・教養を高め、個性・

自主性を重視し、知行合一を基本に実践躬行を以って、より良き社会の

形成に貢献できる人材育成を期する 

 

 本校では、未だ不十分ではありますが、学園の統一基準である短期大学

基準協会の評価基準に沿って、自己点検・評価を行い教育の質の担保に努

めております。 

平成 27 年 4 月には 6 学科で「職業実践専門課程」の認定（文部科学省）

を受けました。今後も新学科を中心に認定学科を増やしていく予定です。 

 今後の新学校種「専門職業大学（仮称）」への展開も見据え、更なる企

業連携や教員のレベルアップなど、まだまだやるべき課題は山積みであり、

この自己点検・評価で挙げられた課題に対して、ＰＤＣＡサイクルの観点

で継続的な改善を図っていきたいと思います。 

 本報告書に関するご忌憚のないご意見をよろしくお願いいたします。 

 

平成 28 年 11 月             富山情報ビジネス専門学校 

校  長   永井 真介 

 



27 ה    

 

【項目・ページ数】      【内 容】 

基準 Ⅰ      

 B1  17    ①教育目的の定期的な見直し 

B3  17      ②教育質保証の検証 

  

基準 Ⅱ 

 A3  27    ③アドミッションポリシーの定期的な見直し 

 A4  29～34  ④学習成果の測定方法の検証 

 A5  35    ⑤卒業生アンケートの活用方法の検討 

 B2  36    ⑥基礎学力が不足する学生及び留学生受け入れ、派遣の制度整備 

 B3    37     ⑦ADの負担が大きく学校全体での学生指導体制の整備 

B4  38    ⑧多様化する学生の就業意識への支援体制の整備 

B5    39    ⑨募集要項へのアドミッションポリシーの記載の検討 

  

基準Ⅲ 

 A1  42    ⑩非常勤講師も含めた資格・能力の一覧化 

 A2  43    ⑪FD研修への取り組みと規程の策定。 

 A3  44    ⑫事務職員の研修スケジュールの策定と規定の整備 

A4  45    －規程内容の周知（学園として対応） 

 B1  46    ⑬効率よい教室の稼働 

 B2  47    ⑭校舎の計画的な修繕及び耐震対策の検討 

 C1  49    ⑮カリキュラム実施計画に基づいた教育環境インフラ整備計画の検討 

 D1  50    ⑯外部資金の計画的な獲得 

 D2  51     ⑰健全な財務体質への入学定員確保。 

  

基準Ⅳ 

 B1  55     ⑱教務会議の設置根拠の規程の策定 

 C3  57    ⑲目的別機能別予算方式の運用方法の検討 

  

選択 

 A   59     ⑳職業実践専門課程認定学科のカリキュラムの定期的な見直し 

 

 

 

                                ※下線は前年度からの継続課題 

 

 



 

 

- 1 - 

 

１．自己点検・評価報告書 基礎資料 

 

（1） 学校法人及び富山情報ビジネス専門学校の沿革 

 

昭和 41 年 12 月 準学校法人浦山学園として認可される 

昭和 43 年 4 月 各種学校 中央経済専門学校が開校 

昭和 45 年 4 月 中央経済専門学校から富山経済専門学校へ校名を変更 

昭和 51 年 4 月  各種学校 富山経済専門学校が専修学校として認可される 

昭和 51 年 5 月 富山経済専門学校に商業実務専門課程が設置される 

昭和 63 年 7 月 富山経済専門学校に文化教養専門課程が設置される 

平成元年  浦山学園 20 周年記念式典 

平成 8 年 12 月 準学校法人浦山学園が学校法人として認可される 

平成 14 年 4 月 富山経済専門学校を富山情報ビジネス専門学校と校名を変更 

   工業専門課程、教育・社会福祉専門課程が設置される 

平成 25 年 4 月 厚生労働省「指定保育士養成施設」に指定される 

 

 

（2） 学校法人の概要 

・学校法人が設置するすべての教育機関の名称、所在地、入学定員、収容定員及び在

籍者数（平成 27 年 5 月 1 日現在）              （単位・人） 

教育機関名 所在地 
入学

定員 

収容人

数 

在籍

者数 

富山情報ビジネス専門学校 富山県射水市三ケ 576 
260 535 393 

富山福祉短期大学 富山県射水市三ケ 579 
220 520 448 

金沢中央予備校 石川県金沢市笠市町 7- 8 
150 150 58 

 

（3） 富山情報ビジネス専門学校の組織図 

■平成 27 年 5 月 1 日現在の専任教員数、非常勤教員数、専任事務職員数、非常勤事

務職員数 

 

  専任教員数   ：  18 名       非常勤教員数  ：  65 名   

専任事務職員数： 13 名            非常勤事務職員数：  0 名 

 

 

 



 

富山情報ビジネス専門学校の組織図 
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（4） 立地地域の人口動態・学生の入学動向・地域社会へのニーズ 

Â 学生の入学動向（過去の実績、学生の出身地別人数および割合） 

 

学生の入学動向                               （平成 27 年 4 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

(人) (%) (人) (%) (人) (%) (人) (%) (人) (%)

射水市 27 8.8 28 9.3 34 9.3 40 10.6 37 9.4

高岡市 46 14.9 45 15 60 15 60 15.9 52 13.2

富山市 103 33.9 102 33.9 125 33.9 122 32.4 126 31.9

砺波市 8 2.6 13 4.3 14 4.3 18 4.8 20 5.1

滑川市 9 2.9 12 4 12 4 12 3.2 12 3

黒部市 4 1.3 8 2.7 8 2.7 11 2.9 9 2.3

南砺市 9 2.9 12 4 10 4 10 2.7 8 2

小矢部市 2 0.6 2 0.6 4 0.6 3 0.8 1 0.3

氷見市 9 2.9 9 3 11 3 12 3.2 9 2.3

魚津市 10 3.2 7 2.3 6 2.3 10 2.7 10 2.5

新川郡 20 6.5 22 7.3 25 7.3 32 8.5 33 8.4

石川県 1 0.3 1 0.3 1 0.3 0 0 0 0

新潟県 0 0 0 0 1 0 2 0.5 1 0.3

岐阜県 0 0 0 0 1 0 2 0.5 1 0.3

中国 51 17 36 12 0 1.3 1 0.3 8 2

その他 7 2.2 4 1.3 35 12 42 11 68 17

合計 306 100 301 100 347 100 377 100 395 100

H27年度H26年度

地域

H23年度 H24年度 H25
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( 5) 学生データ 

 入学定員、入学者数、入学定員充足率、収容定員、在籍者数、収容定員充足率  

 

( 平成 27 年 5 月 1 日現在)  

学科等の名称 事項 
23 年

度 
24年度 25年度 26年度 

27年度 

高度情報ｼｽﾃﾑ学科 入学定員 20 20 20 20 20 

 入学者数 8 8 10 10 5 

 入学定員充足率（％） 40 40 50 50 25 

 収容定員 80 80 80 80 80 

 在籍者数 21 26 30 37 34 

 収容定員充足率（％） 26 32.5 37.5 46.3 43 

情報システム学科 入学定員 20 20 20 20 20 

 入学者数 22 26 26 27 21 

 入学定員充足率（％） 110 130 130 135 105 

 収容定員 40 40 40 40 40 

 在籍者数 49 45 52 52 48 

 収容定員充足率（％） 122 112.5 130 130 120 

国際幼児教育学科 入学定員 20 20 － － － 

 入学者数 7 12 － － － 

 入学定員充足率（％） 35 60 － － － 

 収容定員 60 60 40 20 － 

 在籍者数 17 24 14 10 － 

 収容定員充足率（％） 28 40 35 50 － 

幼児教育学科 入学定員 － － 30 30 30 

 入学者数  －  － 14 30 23 

 入学定員充足率（％）  －  － 46.6 100 77 

 収容定員 － － 30 60 60 

 在籍者数  －  － 14 44 19 

 収容定員充足率（％）  －  － 46.6 73.3 32 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱ学科 入学定員 20 20 20 20 20 

 入学者数 8 18 13 11 8 

 入学定員充足率（％） 40 90 65 55 40 

 収容定員 40 40 40 40 40 

 在籍者数 28 26 29 24 19 

 収容定員充足率（％） 70 65 72.5 60 48 

情報ビジネス学科 入学定員 20 － － － － 
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 入学者数 13  － － － － 

 入学定員充足率（％） 65  － － － － 

 収容定員 40 20 － － － 

 在籍者数 22 13 － － － 

 収容定員充足率（％） 55 65 － － － 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 入学定員 20 30 30 30 30 

 入学者数 12 22 25 20 12 

 入学定員充足率（％） 60 73.3 83.3 66.7 40 

 収容定員 40 60 60 60 60 

 在籍者数 32 35 37 43 31 

 収容定員充足率（％） 80 58 61.6 71.7 52 

国際観光学科 入学定員 20 － － － － 

 入学者数 4  － － － － 

 入学定員充足率（％） 20  － － － － 

 収容定員 40 20 － － － 

 在籍者数 10 5 － － － 

 収容定員充足率（％） 25 25 － － － 

ﾎﾃﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ学科 入学定員 25 25 25 25 25 

 入学者数 19 23 22 16 15 

 入学定員充足率（％） 76 92 88 64 60 

 収容定員 50 50 50 50 50 

 在籍者数 34 41 22 38 32 

 収容定員充足率（％） 68 82 44 76 64 

医療事務学科 入学定員 20 30 30 30 30 

 入学者数 14 33 52 29 36 

 入学定員充足率（％） 70 110 176.6 96.7 120 

 収容定員 40 50 60 60 60 

 在籍者数 39 47 85 85 67 

 収容定員充足率（％） 98 94 141.6 141.7 112 

診療情報管理士専攻学科 入学定員 － － － － 25 

 入学者数 － － － － 27 

 入学定員充足率（％） － － － － 108 

 収容定員 － － － － 25 

 在籍者数 － － － － 27 

 収容定員充足率（％） － － － － 108 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 入学定員 10 － － － － 

 入学者数 3  － － － － 

 入学定員充足率（％） 30  － － － － 
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 収容定員 20 20 － － － 

 在籍者数 4 2 － － － 

 収容定員充足率（％） 20 10 － － － 

税理士・会計学科 入学定員 － 20 20 20 20 

 入学者数  － 2 1 4 7 

 入学定員充足率（％）  － 10 5 20 35 

 収容定員 － 20 40 40 40 

 在籍者数 － 2 2 5 10 

 収容定員充足率（％） － 10 5 12.5 25 

公務員学科 入学定員 0 30 30 30 － 

 入学者数 0 3 11 6 － 

 入学定員充足率（％） 0 10 36.6 20 － 

 収容定員 0 30 30 30 － 

 在籍者数 0 4 12 7 － 

 収容定員充足率（％） 0 13.3 40 23.3 － 

日本語学科 入学定員 40 40 40 40 40 

 入学者数 25 3 12 11 42 

 入学定員充足率（％） 63 7.5  30 27.5 105 

 収容定員 80 80 80 80 80 

 在籍者数 52 24 24 32 74 

 収容定員充足率（％） 65 30 30 40 93 
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 卒業者数（人）            

区分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

高度情報ｼｽﾃﾑ学科 3 4 5 6 8 

情報ｼｽﾃﾑ学科 27 19 25 21 25 

国際幼児教育学科 5 5 3 9 － 

幼児教育学科 － － － 9 23 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱ学科 20 8 16 13 10 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 19 12 11 19 16 

ﾎﾃﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ学科 15 17 21 17 13 

国際観光学科 5 4 － － － 

医療事務学科 25 14 29 48 30 

診 療 情 報 管 理 士 専 攻 学

科 
－ － － － 

27 

情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 6 12 － － － 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 1 2 － － － 

税理士・会計学科 － － 1 1 3 

公務員学科 － 2 11 7 － 

日本語学科 27 16 8 17 21 

計 153 115 130 167 176 

※23 年度は平成 24 年 3 月卒業の学生数、以降の年度も同様。 
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 退学者数（人） 

区分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

高度情報ｼｽﾃﾑ学科 1 0 0 1 2 

情報ｼｽﾃﾑ学科 1 3 0 4 1 

国際幼児教育学科 3 5 1 1 － 

幼児教育学科 － － 0 7 1 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱ学科 2 2 0 0 0 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 5 11 3 5 2 

ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ学科 1 1 5 4 4 

国際観光学科 1 0 1 － － 

医療事務学科 0 0 0 5 4 

診 療 情 報 管 理 士 専 攻 学

科 
－ － － － 

  0 

情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 1 1 0 － － 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 8 0 0 － － 

税理士・会計学科 － 1 0 1 0 

公務員学科 － 1 0 0 0 

日本語学科 8 10 7 2 20 

計 31 35 17 30 34 

退学率 9.42% 11.74% 4.89％ 7.96％ 8.65% 

                              ※除籍者を含む 
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 休学者数（人） 

区分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

高度情報ｼｽﾃﾑ学科 1 1 0 2 0 

情報ｼｽﾃﾑ学科 3 0 2 3 2 

国際幼児教育学科 1 1 0 1 － 

幼児教育 － － 1 2 2 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱ学科 2 0 0 1 0 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 1 1 1 3 1 

ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ学科 1 1 2 0 2 

国際観光学科 1 0 0 － － 

医療事務学科   0 0 5 6 2 

診療情報管理士専攻学

科 
－ － － － 

0 

情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 2 1 0 － － 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 2 0 0 － － 

税理士・会計学科 － 0 0 0 0 

公務員学科 － 0 0 0 － 

日本語学科 2 1 0 0 1 

計 16 6 11 18 10 

休学率 5.0% 2.0％ 3.1% 5% 2.5% 
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 就職者数（人） 

区分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

高度情報ｼｽﾃﾑ学科 2 4 5 5 7 

情報ｼｽﾃﾑ学科 23 19 25 18 25 

国際幼児教育学科 5 4 3 9 － 

幼児教育学科 － － － 9 23 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱ学科 15 8 13 11 10 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 17 11 11 17 16 

ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ学科 15 16 21 16 13 

国際観光学科 4 4 － － － 

医療事務学科 25 14 29 20 13 

診療情報管理士専攻学

科 

－ － － － 26 

情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 6 10 － － － 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 1 1 － － － 

税理士・会計学科 － － － 1 3 

公務員学科 － 2 8 7 － 

日本語学科 0 0 0 0 0 

計 114 93 116 113 135 

希望者数 121 97 122 117 136 

就職率 94.2% 95.6% 95.0％ 96.5% 99.3％ 

                      ※就職率＝就職内定者数/ 就職希望者数 
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 進学者数（人） 

区分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

高度情報ｼｽﾃﾑ学科 1 0 0 0 1 

情報ｼｽﾃﾑ学科 0 0 0 0 0 

国際幼児教育学科 0 0 0 0 － 

幼児教育学科 － － － 0 0 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱ学科 0 0 0 0 0 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 0 1 0 0 0 

ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ学科 0 0 0 0 0 

国際観光学科 0 0 0 0 － 

医療事務学科 0 0 0 26 17 

情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 0 0 0 0 － 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 0 0 － － － 

税理士・会計学科 － － 0 0 0 

公務員学科 － 0  0 0 － 

日本語学科 25 14 6 8 19 

計 26 15 6 34 37 

進学希望者数 26 17 6 40 37 

進学率 100% 88％ 100％ 85％ 100％ 

※進学率＝進学内定者数/ 進学希望者数  
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（6）専門学校の概要 

① 教員組織の概要（人）                 （平成 27 年 5 月 1 日現在） 

学科等名 
専任教
員数 

設置基
準で定
める教
員数 

専任職員 
非常勤
教員 

備考 

工業課程 3 4 0 10  

教育・社会福祉課程 7 3 0 6  

商業課程 5 7 1 42  

文化・教養課程 3 3 0 7  

学事課 0 0 6 0  

企画推進課 0 0 6 0  

（合計） 18 17 13 65  

 
 
 

② 教員以外の職員の概要（人） 

 専任 兼任 計 

事務職員 6 0 6 

技術職員 0 0 0 

図書館・学習資源センター等の

専門事務職員 

0 0 0 

その他の職員 7 0 7 

計 13 0 13 
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③ 校地等（㎡） 

校地等 

区分 
専用

（㎡） 

共用

（㎡） 

共用す

る他の

学校等

の専用

（㎡） 

計 

（㎡） 

基準面

積（㎡） 

［注］ 

在学生

一人当

たりの

面積

（㎡） 

備考（共

有の状

況等） 

校舎敷地 5,037 

  

5,037 

－ － 

 

運動場用地 0 0 

小計 5,037 5,037 

その他 0 0 

合計 5,037 5,037 

 

 

④ 校舎（㎡） 

区分 
専用

（㎡） 

共用

（㎡） 

共用する他の学校
等の専用（㎡） 

計（㎡） 
基準面積

（㎡） 

備考（共有

の状況等） 

校舎 5,525 ― ― 5,525 ― ― 

 

 

⑤ 教室等（室） 

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習室 語学学習施設 

18 0 6 6 ― 

 

 

⑥ 専任教員研究室（室） 

専任教員研究室 

5 

 

 

⑦ 図書・設備 富山福祉短期大学の図書室のもの 

 図書 

[ 内外国書]（冊） 

学術雑誌 

[ 内外国書]（種） 

電子ジャーナル 

[ 内外国書] （種） 

視聴覚資料

（点） 

機械・器具 

（点） 

標本 

（点） 

計 27,792[747]  80 [ 5]  4 [ 1]  993 － － 
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⑧ 図書・設備 幼児教育学科、日本語学科のもの 

学科 幼児教育学科 

[ 内外国書]（冊） 

日本語学科 

[ 内外国書]（種） 

計 421 [0 ]  1348 [ 0]  

図書館（短大と併

用） 

面積（㎡） 閲覧席数（席） 収納可能冊数（冊） 

230.30 62 31,000 

体育館 
面積（㎡） 体育館以外のスポーツ施設の概要 

0 テニスコート 2 面 

 

 

（7）専門門学校の情報の公開について 

① 教育情報の公表について 

平成 24 年度分より HPにて公開実施 

 

② 学校法人の財務情報の公開について 

事項 公開方法等 

財産目録、賃借対照表、収支計算書、事業報

告書及び監査報告書 

ホームページ及び印刷物 

 

(8 )  各学科・専攻課程ごとの学習成果について 

 ■ 学習成果をどのように規定しているか 

 ■ どのように学習成果の向上・充実を図っているか 

学習成果については基準Ⅰ- Ｂ- 2 を参照 

 

(9 )  オフキャンパス、遠隔教育、通信教育のその他の教育プログラム 

 未実施 

 

(10)  公的資金の適正管理の状況 

 ■ 公的資金の適正管理の方針及び実施状況を記述する（公的研究費補助金取扱いに

関する規定、不正防止などの管理体制など）。 

 県・及び国の実施要領に従い実施。受託後稟議申請等の記録をデータベースに保管。 

 関係資料は過去 5 年間保管している。 

 

(11) その他 

 ■ 上記以外に、評価員が理解を深めるのに役立つ情報があれば記述する。 

 特になし 
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 з ─ ≤ ─  

 

 з ─ ≤ ─ ─ ה ─  

 建学の精神は専門学校の教育理念・理想を明確にしている。その精神は明確に教育理念

に反映されている。また建学の精神を学校 HPやパンフレットを通して学内外に表明してい

る。更に建学の精神を具体的な内容として昇華した教育理念を、朝礼時に唱和をしている。

学生の個人目標設定の際の指標として利用により共有している。又、建学の精神は、学内

において、学園全体ミーティング等で確認している。 

 学科の教育目的は建学の精神に基づき明確にされているが、教育目標は設定していない。

しかし、教育目標として学科毎にディプロマポリシーを設定している。ディプロマポリシ

ーには学習成果として、学科毎の学生の到達目標を明確にしている。更に教育目標は積極

的に外部発信しており、学内においても、教職員に浸透させると共に、学生にも周知、理

解させている。ディプロマポリシーも積極的に外部発信しており、学内においても、学生

に周知している。 

 ディプロマポリシーの見直しは職業実践専門課程の教育課程編成委員会において定期的

な見直しを実施している。しかし教育目的の定期的な見直しは行っていない。 

 学習成果は建学の精神、教育目標、ディプロマポリシーに基づき明確に示している。ま

た学習成果は量的・質的データとして測定する仕組みを有している。更に学習成果を定期

的に見直している。学習成果の学内外への表明については、卒業制作発表会を全学科で実

施している。 

 教育の質を保証するため、学校教育法、専修学校設置基準等の関係法令の変更などを適

宜確認し、法令順守に努めている。また学習成果を査定する手法として、検定取得管理と

授業アンケートを実施している。更に教育の向上、充実のための PDCAサイクルを有してい

る。 

 自己点検・評価のための組織は整備されているが規程は整備されていない。また学園の

年度経営基本方針や各箇所の年度の重点目標・活動計画は、この自己点検・評価項目に沿

って策定している。更に報告書を定期的に作成・公開している。明確になった課題点は一

覧化して、運営会議や全体会議などを通して共有化されており、重点目標・活動計画の中

で課題対応することで PDCAサイクルを回している。重点目標・活動計画は個人目標に落と

し込むことにより、全教職員で取り組んでいる。 

 

ⱴ зכ♥  ─  

 

 з  ─ ⅜ ⇔≡™╢⁹ 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①建学の精神は専門学校の教育理念・理想を明確にしている。 

 本学の建学の精神は、以下のように定めている。 

 １ 質実にして明朗な人格形成 

 １ 専門的な学問とその応用を通して社会に貢献する人格形成 

その精神は明確に教育理念に反映されており、以下のとおり教育理念においてより明確か
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つ具体的な内容に昇華している。 

 【教育理念】 

本校は、より時代のニーズにあった高度な専門性を高める教育機関であると共に、人

間としての素養・教養を高め、個性・自主性を重視し、知行合一を基本に実践躬行を

以って、より良き社会の形成に自ら貢献出来る人材育成を期する。  

②建学の精神を学校 HPやパンフレットを通して学内外に表明している。 

③建学の精神を具体的な内容として昇華した、教育理念を朝礼の唱和、学生の個人目標設

定の際の指標として利用により共有している。 

④建学の精神は、半年に 1 回行う、学園全体ミーティングで定期的に確認をしている。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

 なし。 

 

ⱴ зכ♥  ─ ─  

 なし。 

 

ⱴ зכ♥  ─  

 

 з ה  ⅜ ⇔≡™╢⁹ 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①学科の教育目的は建学の精神に基づき明確にされているが、目標は設定していない。 

 本校においては、教育目的は以下のように設定している。 

   【教育目的】 

本校は、徳性の涵養を基本とし、個別対応により、学生一人一人の夢・目標の達成

に努め、専門知識の向上をはかり、もって社会性・創造性・国際性豊かな人材の育

成を目的とする。また、地域に開かれた学校として生涯学習機関としての確立を目

指す。 

教育目標は設定していない。 

②教育目標は設定していない。しかし平成 23 年度に学科毎にディプロマポリシーを設定し

た。ディプロマポリシーには学習成果として、学科毎の学生の到達目標を明確にしてい

る。 

③教育目標はパンフレット、HPに掲載し、積極的に外部発信している。また学内において

も、グループウェアのメール画面、朝礼時の唱和により教職員に浸透させると共に、Bit

ハンドブック、学生マイページに掲載し学生にも周知、理解させている。ディプロマポ

リシーはパンフレット、HPに掲載し、積極的に外部発信している。また学内においても、

学生マイページに掲載し、学生に周知している。 

④教育目的の定期的な見直しは実施していない。ディプロマポリシーは職業実践専門課程

の教育課程編成委員会において、業界団体の委員と見直しを行っている。 
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(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

 教育目的の見直しの必要性を運営会議で検討する。 

 

 з  ╩ ╘≡™╢⁹ 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①本校（学園）の建学精神は、教育理念、教育目的に継承されている。教育目的達成のた

めに教育方針を定めており、教育方針に従い学習成果を定めている。以上の過程から学

習成果は建学の精神に基づき明確に示している。 

②教育目的達成のために教育方針を定めており、教育方針に従い学習成果を定めている。

以上の過程から学習成果は教育目的に基づき明確に示している。また教育目的として設

定しているディプロマポリシーに対応した学習成果も明確に示している。 

③学科毎の「各学科到達指標」で教育方針にある「知識」、「意欲」、「コミュニケーション

能力」の 3 分野において、それぞれ AA～F の 9 レベルを設定し、それぞれのレベルで身

に付けるべき資格、技術、能力を量的・質的データーとして測定する仕組みを持ってい

る。またディプロマポリシーに対する学習成果を明確にした「学習成果査定」を学科毎

に作成している。 

④学習成果の学内外への表明については、卒業制作発表会を全学科で行うことで、実施し

ている。 

⑤毎年、カリキュラム作成時に、「各学科到達指標」「学習成果査定」の見直しを実施して

いる。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

 なし。 

 

 з  ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①学校教育法、専修学校設置基準等の関係法令の変更などを適宜確認し、法令順守に努め

ている。    

②学習成果を査定する手法として、検定取得管理と授業アンケートを実施している。また、

毎月、運営会議で検定を含む学習成果の実績と課題を確認し、対策を検討している。 

③教育の向上、充実のための PDCAサイクルとして検定取得において、目標値の設定、目標

値達成のための対策、結果の確認、次回に向けての対策をサイクルとして実施している。

また授業アンケートにおいては、各教員自身の授業評価、評価結果に対しての振返りと

対策の作成を実施している。振返り結果の次年度への反映は、前年度の振返り結果を次

年度の各学科活動計画報告書に反映している。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

教育の向上・充実のための PDCAサイクルを有しているが、経年での振返りが行えてい

ないため、対策が積みあがっていない。今後は、運営会議で経年での振り返りを行う方

法を検討していく。 
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ⱴ зכ♥  ─ ─ ה ⌐ ≠ↄ  

教育目的の見直しを行うべきか否かを検討する。 

教育の向上・充実のために経年で振返る仕組みを作成し、対策が積み上がるようにする。 

 

ⱴ зכ♥ ה   

 

 з ה  ─ ⅜ ⇔⁸ ה ⌐ ↑≡

⇔≡™╢⁹ 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①自己点検・評価のための規程はないが、自己点検・評価委員会を組織した。 

②本校（学園）の中期経営計画および年度経営基本方針、各箇所の年度の重点目標・活動

計画の項目は、すべてこの自己点検・評価マニュアルの評価項目に沿って策定している。

また箇所内での PDCA会議および経営との MR会議も、この重点目標・活動報告書に基づ

いて行っている。よって日常的に自己点検・評価を行っている。 

③平成 26 年度自己点検・評価報告書を HPで公表している。今後も公表していく予定であ

る。 

④本校の年度の重点目標・活動計画は全教職員に担当割をおこない、個人目標に落とし込

んでいる。前述のとおり重点目標・活動計画は自己点検・評価マニュアルの評価項目に

沿って策定していることから、自己点検・評価活動に全教職員が関与しているといえる。 

⑤自己点検・評価マニュアルの評価項目に沿って策定した重点目標・活動計画書の実施内

容を毎月 PDCAすることにより、課題が明確になり、その継続的な課題対応により改善さ

れていく。よって自己点検・評価の成果を活用しているといえる。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

 自己点検・評価については、今後作成プロセスを改善していきながら、全体的なレベ

ルアップを図っていく。 

 次年度は抽出された課題に対して、PDCAの観点で運営会議・全体会議等で共有し担当

を決めて改善の方策を具体化し取り組む予定である。 

 

ⱴ зכ♥ ה  ─ ה ⌐ ≠ↄ  

 自己点検・評価報告書は、改定されたマニュアルにできる限り忠実に、そして計画的に

作成する。今後も、学園の業務推進の考え方である「コアサイクル」の浸透と「するべき

ことがなされているか（法令・基準等の遵守、一般水準の到達）」「学生にとってよいもの

であるか（成果・効果・効能）」「よりよいものとするためには何が必要か（改善・改革に

よる向上）」等の観点について共通理解を深めていくために、自己点検・評価委員を中心と

して、全教職員が関与する全校的な取り組みとなるように計画する。 

 また、改革・改善の必要性の理解と意識向上につなげるために、よりスムーズな自己点

検・評価となるように点検し、細部も見直しながらレベルアップを図っていく。抽出され

た課題に対して、PDCAの観点で運営会議・全体会議等で共有し担当を決めて改善の方策を
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具体化し取り組んでいく。 

I ─ ה ⌐ ≠ↄ  

 教育目的については、運営会議で見直しを行うか否かの検討を行う。 

 教育の向上・充実のための経年での振返りを年度末及び年度頭の運営会議で実施する。 

 平成 28 年度自己点検・評価報告においては、年度当初に体制、スケジュールをより明確 

にして定例化を行い、運営会議、全体会議等において、課題点への対応と記載レベルア 

ップを図る。 
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基準Ⅱ 教育課程と学生支援 

 

基準Ⅱ 教育課程と学生支援の自己点検・評価の概要 

 

本校の各学科のディプロマポリシーは、本校の教育方針に基づいて策定されており、

Bit ハンドブックへの掲載ならびに本校 HPによって内外に表明している。このディプロ

マポリシーは社会的に通用性があることを教育課程編成委員会で定期的に点検をしてい

る。 

各学科の教育課程は、カリキュラム編成フローに従い、毎年見直しを行いながら作成

をしている。作成した教育課程は教育課程編成委員会において、第三者評価的な確認を

行っている。カリキュラムマップと学習体系を明確にしたカリキュラムツリーにて、学

習成果が達成できることを検証している。またシラバスには授業概要・目的や授業内容

も明示されるなど、教育課程を体系的に編成している。また学習成果については、教育

課程編成委員会において、評価を受けている。平成 26 年度より、学生に「何を学び、何

を習得するのか」を明確にするため、シラバスに授業の予習と復習内容の記載を実施し

ている。 

本校の入学者受け入れ方針には「知識」、「意欲」、「コミュニケーション」の３つの観

点で、アドミッションポリシーとして入学前の学生の資質と適合性を表し、入学試験に

おいては面接試験を必須として、アドミッションポリシーの適合性を確認している。 

学習成果は各学科で設定している重要検定により評価されている。全国合格率との比

較を行い、合格率の向上に努めている。設定している重要検定については、教育課程編

成委員会において、定期的な見直しを行っている。 

学生と教員とのコミュニケーションツールとして「学生マイページ」を活用している。

今後は、より深い活用方法を検討し、学生の目標管理などに使用していく必要がある。

また教員の授業の質向上を目指し、授業アンケートを年二回実施している他、教員ＦＤ

活動もより活発に実行している。 

学生の卒業後の様子に関しては、卒業後 4 ヶ月時点での状況を就職先に新入社員評価

アンケートという形式で実施している。調査内容は、「専門的知識・技能について」「意

欲について」「コミュニケーション能力全般について」「新入社員に求められるものにつ

いて」である。この情報は ADにも情報共有されているが、次年度カリキュラム、学生指

導に活かされていない。 

学習成果獲得への教育資源活用として、授業月報による状況把握、成績評価基準に従

った学習成果評価、授業アンケート、互見授業による授業改善、学科活動報告書による

学習成果達成状況の把握と評価を行っている。また事務職員も学習成果獲得に向けて、

学生支援を行っている。更に図書館、学生ノートパソコン、学内 LANを有効に活用し、

学習成果獲得を支援している。 

学習成果獲得への組織的取組みとして、学生に個人目標を立てさせ、達成度をフォロ

ーしている。クラスにはアドバイザーを配置して、学習上の支援を行っている。 

学習成果獲得への学生生活支援として、入学前オリエンテーションを実施して、学生
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生活上の不安、問題を入学前に解決できるように支援している。また学校生活上必要と

なる規則や手続きを掲載した Bit ハンドブックを全学生に配布している。 

進路支援として、アドバイザーとキャリア開発・支援課が連携して、学生一人一人へ

個別対応を行っている。過去の就職活動の履歴は、次年度の学生に参考になるように開

示している。 

入学希望者に対しては、試験内容、学費等を提示しているが、アドミッションポリシーは

提示していない。 

 

テーマ Ⅱ－Ａ 教育課程  

 

区分 Ⅱ－Ａ－１ 学位（称号）授与の方針を明確に示している。 

高度情報システム学科、情報システム学科、幼児教育学科、デジタルメディア学科、イン

ターネットビジネス学科、ホテル・ブライダル学科、医療事務学科、診療情報管理士専

攻科、 

税理士・会計学科、日本語学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

① 各学科の学位授与の方針は、ディプロマポリシーとして明確にしている。しかし専門

学校として学位は存在していないため、卒業の要件、成績評価の基準、資格取得の要

件には連動していない。 

② 専門学校として学位は存在しないため、ディプロマポリシーは学則には記載していな

い。 

③ デイプロポリシーを Bit ハンドブックへの掲載ならびに本校 HP によって内外に表明

している。 

④ 各学科のディプロマポリシーが社会的に通用するものであるかどうかの客観的な検証

方法として、教育課程編成委員会で検討し問題は無いと確認済みである。日本語学科

においても独自の教育課程編成委員会にて確認済みである。 

⑤ ディプロマポリシーを教育課程編成委員会で定期的に点検をしている。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

なし。 

 

区分 Ⅱ－Ａ－２ 教育課程編成・実施の方針を明確に示している。 

高度情報システム学科 

(a)  各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

(1) 教育課程は、国の求める ITSSのレベル 3 に対応した資格試験に準ずる授業科目をは

じめ、プログラミング、ネットワーク、セキュリティ、データベースをバランスよく配

置した教育課程となっている。また総合的な力を活用するＰＢＬ、卒業研究など、意欲、

コミュニケーションを効果的に高める総合科目を配置している。教育課程編成委員会に

おいて教育課程の評価を行い、必要に応じてカリキュラム編成フローに従い、教育課程

の見直しを行っている。また、「教育課程とデュプロマポリシーの対応」については、デ
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ィプロマポリシーにある「知識」「意欲」「コミュニケーション」の 3 つの観点において、

ディプロマポリシーの方針に対応しているか「カリキュラムマップ」「カリキュラムツリ

ー」にて、ディプロマポリシー達成との関連を検証している。 

(2) 学習成果に対応した教育課程の体系化については、カリキュラムツリーを作成し、 

体系化を行った。 

①学習成果に対応したわかりやすい授業科目の編成を行っている。 

②成績評価は成績の質保証に向けて厳格に適用している。 

③「準備学習内容」については講義科目について明記している。 

④通信による教育は行っていない。 

(3) 教員については、実務経験者の専任教員のほか、現役のシステムエンジニアやプログラ

マの経験を持つ非常勤教員など、資格・業績を基にした教員配置となっている。しかし、

教員が持つ経験、資格をまとめたものはない。 

(4) 教育課程の見直しを教育課程編成委員会にて定期的に行っている。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

教員が持つ経験、資格一覧の作成し、それに基づいた教員配置を行う。 

 

情報システム学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

(1) 教育課程は、国の求める ITSSに対応した資格試験に準ずる授業科目をはじめ、プログ

ラミング、ネットワーク、セキュリティ、データベースをバランスよく配置した教育課

程となっている。また総合的な力を活用する卒業制作など、意欲、コミュニケーション

を効果的に高める総合科目を配置している。教育課程編成委員会において教育課程の評

価を行い、必要に応じてカリキュラム編成フローに従い、教育課程の見直しを行ってい

る。また、「教育課程とデュプロマポリシーの対応」については、ディプロマポリシーに

ある「知識」「意欲」「コミュニケーション」の 3 つの観点において、ディプロマポリシ

ーの方針に対応しているか「カリキュラムマップ」「カリキュラムツリー」にて、ディプ

ロマポリシー達成との関連を検証している。 

(2) 学習成果に対応した教育課程の体系化については、カリキュラムツリーを作成し、 

体系化を行った。 

①学習成果に対応したわかりやすい授業科目の編成を行っている。 

②成績評価は成績の質保証に向けて厳格に適用している。 

③「準備学習内容」については講義科目について明記している。 

④通信による教育は行っていない。 

(3) 教員については、実務経験者の専任教員のほか、現役のシステムエンジニアやプログラ

マの経験を持つ非常勤教員など、資格・業績を基にした教員配置となっている。しかし、

平成 26 年度に課題となった、教員が持つ経験、資格をまとめたものはない。 

(4) 教育課程の見直しを教育課程編成委員会にて定期的に行っている。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 
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教員が持つ経験、資格一覧の作成し、それに基づいた教員配置を行う。 

幼児教育学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①教育課程は、豊岡短期大学との併修を通して幼稚園教諭免許取得に必要な科目を履修

する内容になっている、また学習の集大成とも言える学習成果発表会や、IT に基礎力を

磨く科目など、現場において必要とされるスキルも向上させられるカリキュラム編成と

なっている。教育課程編成委員会において教育課程の評価を行い、教育課程の見直しを

行っている。また、「教育課程とデュプロマポリシーの対応」については、ディプロマポ

リシーにある「知識」「意欲」「コミュニケーション」の 3 つの観点において、ディプロ

マポリシーの方針に対応しているか「カリキュラムマップ」「カリキュラムツリー」にて、

ディプロマポリシー達成との関連を検証している。 

②教育課程の体系的編成については、カリキュラムツリーにて確認することができる。

成績評価については、教育の質保証に向け厳格に対応しており、問題はない。シラバス

には必要な項目がすべて明示されている。 

③ 教員配置については、対象科目の担当者としての要件を満たした教員だけを対置して

おり、選考においては教員の研究実績・資格・業績を基にしている。 

④ 教育課程編成委員会において教育課程の評価を行い、教育課程の見直しを行っている。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

厚生労働省に届けてある専任教員数を満たしていないため、これを早期に満たさなければ

ならない。 

 

デジタルメディア学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①教育課程は、マルチメディア関連試験や色彩関連試験の資格取得に向けた試験科目対

策から、ビジネス系の資格まで専門知識と技術を身に着けることができ、また総合的な

力を活用する総合演習での学びなど、意欲的に取り組めるカリキュラム編成となってい

る。教育課程編成委員会において教育課程の評価を行い、必要に応じてカリキュラム編

成フローに従い、教育課程の見直しを行っている。また、「教育課程とデュプロマポリ

シーの対応」については、ディプロマポリシーにある「知識」「意欲」「コミュニケーシ

ョン」の 3 つの観点において、ディプロマポリシーの方針に対応しているか「カリキュ

ラムマップ」「カリキュラムツリー」にて、ディプロマポリシー達成との関連を検証し

ている。 

②教育課程の体系的編成については、カリキュラムツリーにて確認することができる。

成績評価については、教育の質保証に向け厳格に対応しており、問題はない。シラバス

には必要な項目がすべて明示されている。 

③教員配置については、実務経験者の専任教員、それぞれの分野のエキスパートや実務

経験が豊富な非常勤教員を配置するなど教員の資格・業績を基にしている。しかし、平

成 26 年度に課題となった「教員が持つ経験、資格一覧」については、まだまとめられて

いない。 
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④教育課程編成委員会において教育課程の評価を行い、必要に応じてカリキュラム編成

フローに従い、教育課程の見直しを行っている。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

教員が持つ経験、資格一覧を作成し、それに基づいた教員配置を行いエビデンスとする 

必要がある。 

 

インターネットビジネス学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

① 教育課程は、IT パスポート試験やオフィスソフト関連試験、Web関連試験、ITIL 等の

コンピュータ関連資格取得に対応した試験科目対策から、ビジネス系の資格まで専門

知識と技術を身に付けることができ、また総合的な力を活用する卒業制作や総合演習

での学びなど、意欲的に取り組めるカリキュラム編成となっている。教育課程編成委

員会において教育課程の評価を行い、必要に応じてカリキュラム編成フローに従い、

教育課程の見直しを行っている。また、「教育課程とデュプロマポリシーの対応」につ

いては、ディプロマポリシーにある「知識」「意欲」「コミュニケーション」の 3 つの

観点において、ディプロマポリシーの方針に対応しているか「カリキュラムマップ」「カ

リキュラムツリー」にて、ディプロマポリシー達成との関連を検証している。 

② 教育課程の体系的編成については、カリキュラムツリーにて確認することができる。成

績評価については、教育の質保証に向け厳格に対応しており、問題はない。シラバスに

は必要な項目がすべて明示されている。 

③ 教員配置については、実務経験者の専任教員、それぞれの分野のエキスパートや実務経

験が豊富な非常勤教員を配置するなど教員の資格・業績を基にしている。しかし、平成

26 年度に課題となった「教員が持つ経験、資格一覧」については、まだまとめられて

いない。 

④ 教育課程編成委員会において教育課程の評価を行い、必要に応じてカリキュラム編成フ

ローに従い、教育課程の見直しを行っている。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

教員が持つ経験、資格一覧を作成し、それに基づいた教員配置を行いエビデンスとする

必要がある。 

 

ホテル・ブライダル学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①ホテル・ブライダル学科の教育課程は、ホテルビジネス検定や WBW認定ウェディング

スペシャリスト、そしてアシスタントウェディングプランナー試験などから、ホテル業

界や婚礼業界で必要とされる専門知識と技術を身に着けることができ、また TOEICやパ

ーソナルカラリスト検定といった幅広い学びの習得に向けた科目など、意欲的に取り組

めるカリキュラム編成となっており、ディプロマポリシーにある「知識」「意欲」「コミ
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ュニケーション」の 3 つの観点に対応したものになっている。 

②科目は学習成果に対応した分かりやすい授業科目になっており、また成績の評価基準

も科目ごとにシラバスに明記するなどして厳格に適用している。またシラバスには授業

概要・目的や授業内容も明示されるなど、教育課程を体系的に編成している。 

③教員については、実務経験のある専任教員のほか、ホテル・婚礼業界にて実績のある

非常勤教員など、資格・業績を基にした教員配置となっている。 

④教育課程については、教育課程の評価を行い、カリキュラムの見直しを行っている。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

教育課程がディプロマポリシーの方針に対応しているか、十分な検討を行う必要がある。

また学習成果に対応した教育課程の体系化を編成する事が課題であることから、学習成果

に対応したわかりやすい授業科目編成や、シラバスに必要な項目である「準備学習内容」

の記載に対応する必要がある。また引き続き教員の経験に基づいた教員配置を行う事に留

意していく必要がある。 

 

医療事務学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①医療事務学科の教育課程は、医療事務管理士技能検定試験( 医科・歯科) や調剤・介護

事務管理士技能検定試験科目対策などから、広く医療関連施設の事務職で必要とされる

専門知識と技術を身に着けることができ、また高資格である秘書技能検定準 1 級取得に

向けた学びなど、意欲的に取り組めるカリキュラム編成となっており、ディプロマポリ

シーにある「知識」「意欲」「コミュニケーション」の 3 つの観点に対応したものになっ

ている。 

②科目は学習成果に対応した分かりやすい授業科目になっており、また成績の評価基準

も科目ごとにシラバスに明記するなどして厳格に適用している。またシラバスには授業

概要・目的や授業内容も明示されるなど、教育課程を体系的に編成している。 

③教員については、実務経験者の専任教員のほか、歯科医師や医療事務の経験を持つ非

常勤教員など、資格・業績を基にした教員配置となっている。 

④教育課程については、全校的に平成 28 年度に向けてのカリキュラムの見直しを予定し

ており、その中で検証をおこなっていく。 

 

( b)各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

カリキュラムポリシーについては、今後も卒業生の状況を踏まえながら定期的な見直し

を図り、検討を重ねていきたい。 

 

診療情報管理士専攻学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

① 診療情報管理士専攻学科の教育課程は、診療情報管理士認定試験、医師事務作業補助

者技能認定試験など、総合病院での事務職として必要とされる専門知識と技術を身に

着けることができ、また高資格である秘書技能検定 1 級取得に向けた学びなど、意欲
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的に取り組めるカリキュラム編成となっており、ディプロマポリシーにある「知識」「意

欲」「コミュニケーション」の 3 つの観点に対応したものになっている。 

②科目は学習成果に対応した分かりやすい授業科目になっており、また成績の評価基準も

科目ごとにシラバスに明記するなどして厳格に適用している。またシラバスには授業概

要・目的や授業内容も明示されるなど、教育課程を体系的に編成している。 

③教員については、実務経験者の専任教員のほか、大学病院の医師など、資格・業績を基

にした教員配置となっている。 

④教育課程については、全校的に平成 28 年度に向けてのカリキュラムの見直しを予定して

おり、その中で検証をおこなっていく。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

カリキュラムポリシーについては、今後も卒業生の状況を踏まえながら定期的な見直しを

図り、検討を重ねていきたい。 

 

税理士・会計学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①税理士・会計学科の教育課程は、日商簿記検定試験や税理士試験科目対策などから経

理系の事務職で必要とされる専門知識と技術を身に着けることができ、また全国経理

教育協会主催の全国簿記・電卓競技大会への出場にむけた意欲的な取り組み等のカリ

キュラム編成となっており、ディプロマポリシーにある「知識」「意欲」「コミュニケ

ーション」の 3 つの観点に対応したものになっている。 

 ②税理士・会計学科の教育課程は、税理士などの将来の会計職に就く職業人や実務で経

理職に就く職業人を育成するためのカリキュラムを組んでおり、簿記、電卓、ファ

イナンシャル、ビジネス法務等の授業を学習成果として達成目標としている。 

③科目は学習成果に対応した分かりやすい授業科目になっており、また成績の評価基準

も科目ごとにシラバスに明記するなどして厳格に適用している。またシラバスには授

業概要・目的や授業内容も明示されるなど、教育課程を体系的に編成している。 

④明示されている。 

⑤通信による教育は行っていない。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

教育課程がディプロマポリシーの方針に対応しているか、十分な検討を行う必要がある。

また学習成果に対応した教育課程の体系化を編成する事が課題であることから、学習成果

に対応したわかりやすい授業科目編成や、シラバスに必要な項目である「準備学習内容」

の記載に対応する必要がある。また引き続き教員の経験に基づいた教員配置を行う事に留

意していく必要がある。 

 

日本語学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

① 教育課程は、日本国内の大学あるいは専門学校への進学に必要な基礎日本語力養成に
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必要な課程ならびに基礎科目（数学・総合科目）を設置し、幅広いニーズにこたえられ

る教育課程となっている。また、「教育課程とデュプロマポリシーの対応」については、

継続意的な改善に努めている。 

②教育課程の体系的編成については、カリキュラムツリーにて確認することができる。

成績評価については、教育の質保証に向け厳格に対応しており、問題はない。シラバス

には必要な項目がすべて明示されている。 

③ 教員配置については、対象科目の担当者としての要件を満たした教員だけを対置して

おり、選考においては日本語教師としての要件を中心に現場経験等も兼ね備えた教員を

配置している。 

④教育課程編成委員会については対象外となっている。 

 

 (b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

ベトナム人留学生の増加に伴い、より実践的で幅の広い学習者に対応できる教育課程

を編成しなければならない。 

 

区分 Ⅱ－Ａ－３ 入学者受け入れの方針を明確に示している。 

高度情報システム学科、情報システム学科、幼児教育学科、デジタルメディア学科、イン

ターネットビジネス学科、ホテル・ブライダル学科、医療事務学科、診療情報管理士専攻

科、税理士・会計学科、日本語学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①全学科、本校の教育方針に基づいたアドミッションポリシーとして入学者の受け入れ方

針を示している。 

②その入学者受け入れ方針には「知識」、「意欲」、「コミュニケーション」の 3 つの観点で、

入学前の学生の資質と専門分野への適合性を表しており、入学前の学習成果の把握・評

価を明確に示している。 

③入学試験においては、プレゼン・推薦・一般いずれの形式においても、面接試験を必須

にしており、アドミッションポリシーに照らした入学者選別となるようにしており、入

学者選抜の方法は、入学者受け入れの方針に対応している。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

アドミッションポリシーは時代に即した学科編成は勿論のこと、受入れ学生の状況を踏

まえながら定期的に検討していくこととする。 

 

区分 Ⅱ－Ａ－４ 学習成果の査定（アセスメント）は明確である。 

高度情報システム学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

(1) 学習成果に対応した授業科目の編成については、学習成果に対応したカリキュラムマ

ップと、その学習体系を示したカリキュラムツリーを作成しており、学習成果に対応

した授業科目の編成をしており具体性がある。 

(2) それぞれの授業科目の目標はシラバスに評価項目とともに明記してあり、学習成果は
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達成可能である。 

(3) 検定科目や、卒業製作は評価期日が明確であり、学習成果は一定期間内で獲得が可能

である。それ以外の演習科目でも定期テストや成果発表により、一定期間内での獲得が

可能である。 

(4) 資格については独立行政法人情報処理推進機構が主催し、全国で一般的に認識されて

いる国家試験であり、その検定合格に伴う学習成果には実際的な価値がある。検定を受

験しない科目については、単位認定にて成果を測定し、その実際的価値は企業関係者も

含まれる教育課程編成委員会にて確認している。 

重要検定 平成 27 年度 

本校合格率 

平成 27 年度 

全国合格率 

基本情報技術者 33% 25% 

応用情報技術者 50% 21% 

高度区分試験 0% 10% 

 

(5) 単位認定状況の確認は、検定を目指す科目は資格取得状況や模擬試験の点数で、また、

検定を目指さない演習については、シラバスの評価基準にのっとり点数化することで測

定可能である。 

 

(b)  各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

なし。 

 

情報システム学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

(1) 学習成果に対応した授業科目の編成については、学習成果に対応したカリキュラムマ

ップと、その学習体系を示したカリキュラムツリーを作成しており、学習成果に対応

した授業科目の編成をしており具体性がある。 

(2) それぞれの授業科目の目標はシラバスに評価項目とともに明記してあり、学習成果は

達成可能である。 

(3) 検定科目や、卒業製作は評価期日が明確であり、学習成果は一定期間内で獲得が可能

である。それ以外の演習科目でも定期テストや成果発表により、一定期間内での獲得

が可能である。 

(4) 資格については独立行政法人情報処理推進機構が主催し、全国で一般的に認識されて

いる国家試験であり、その検定合格に伴う学習成果には実際的な価値がある。検定を

受験しない科目については、単位認定にて成果を測定し、その実際的価値は企業関係

者も含まれる教育課程編成委員会にて確認している。 

重要検定 平成 27 年度 

本校合格率 

平成 27 年度 

全国合格率 

基本情報技術者 44% 25% 

応用情報技術者 0% 21% 
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(5) 単位認定状況の確認は、検定を目指す科目は資格取得状況や模擬試験の点数で、また、

検定を目指さない演習については、シラバスの評価基準にのっとり点数化することで

測定可能である。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

 なし。 

 

幼児教育学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

① 各科目で達成を目指す目標は、カリキュラムマップと学習体系を明確にしたカリキュ

ラムツリーを作成することで具現化されている。またシラバスにも明確に記載され、

授業時に学生に説明されている。学習成果は期末試験、提出課題で測られており具体

性がある。 

② 目標に対応したカリキュラムを組んでいる。学習成果に対応したカリキュラムマップ

と、その学習体系を示したカリキュラムツリーにて、学習成果が達成できることを検

証している。 

③ 教育課程は、各種テストや課題、検定試験で学習成果をはかっており、その学習成果

は一定期間内で獲得が可能である。 

④ 教育課程編成委員会で学習成果の価値について評価を受けている。検定試験について

は豊岡短期大学の必修科目であり、幼稚園教諭免許取得に欠かせないものである。 

免許 
平成 27 年度本校 

取得率 

平成 27 年度全国

取得率 

保育士免許 100% -  

幼稚園教諭二種免許 100% -  

 

⑤ 学習成果の測定は、検定を目指す科目は、検定結果や模擬試験の点数で可能である。

また、検定を目指さない科目については、期末試験、課題評価等により、シラバスの

評価基準に従い、点数化することにより測定可能である。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

学習成果の査定については、各学科ごとにある測定方法・評価基準などについて学校と

しての統一された検証については、H29年度検証を行う予定である。 

 

デジタルメディア学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①各科目で達成を目指す目標は、カリキュラムマップと学習体系を明確にしたカリキュ

ラムツリーを作成することで具現化されている。またシラバスにも明確に記載され、授

業時に学生に説明されている。学習成果は検定などの資格取得、期末試験、提出課題で

測られており具体性がある。 
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②教育課程は、各種テストや課題、検定試験で学習成果をはかっており、その学習成果

は一定期間内で獲得が可能である。 

③教育課程編成委員会で学習成果の価値について評価を受けている。検定試験について

は技能認定協会が主催し、全国で一般的に認識されている資格であり、その検定資格合

格に伴う学習成果には実際的な価値がある。 

重要検定 
平成 27 年度本校 

合格率 

平成 27年度全国 

合格率 

CG- ARTS ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ検定

BASIC 

100% 77% 

色彩検定 3 級 88% 75% 

色彩検定 2 級 70% 66% 

 

④学習成果の測定は、検定を目指す科目は、検定結果や模擬試験の点数で可能である。

また、検定を目指さない科目については、期末試験、課題評価等により、シラバスの評

価基準に従い、点数化することにより測定可能である。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

学習成果の査定については、各学科ごとにある測定方法・評価基準などについて学校と

しての統一された検証については、H29年度検証を行う予定である。 

 

インターネットビジネス学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①各科目で達成を目指す目標は、カリキュラムマップと学習体系を明確にしたカリキ

ュラムツリーを作成することで具現化されている。またシラバスにも明確に記載され、

授業時に学生に説明されている。学習成果は検定などの資格取得、期末試験、提出課

題で測られており具体性がある。 

②目標に対応したカリキュラムを組んでいる。学習成果に対応したカリキュラムマッ

プと、その学習体系を示したカリキュラムツリーにて、学習成果が達成できることを

検証している。 

③教育課程は、各種テストや課題、検定試験で学習成果をはかっており、その学習成

果は一定期間内で獲得が可能である。 

④教育課程編成委員会で学習成果の価値について評価を受けている。検定試験につい

ては技能認定協会が主催し、全国で一般的に認識されている資格であり、その検定資

格合格に伴う学習成果には実際的な価値がある。 

重要検定 
平成 27 年度本校 

合格率 

平成 27 年度全国 

合格率 

IT パスポート試験 20% 49% 

ITIL  Foundation 66% 未公開 

Web クリエイター能力認定 80% 未公開 
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試験スタンダード 

情報検定( 情報活用)1 級 36% 45% 

Accessビジネスデータベ

ース認定試験 2 級 

80% 未公開 

Accessビジネスデータベ

ース認定試験 3 級 

90% 未公開 

 

⑤学習成果の測定は、検定を目指す科目は、検定結果や模擬試験の点数で可能である。

また、検定を目指さない科目については、期末試験、課題評価等により、シラバスの評

価基準に従い、点数化することにより測定可能である 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

 学習成果の査定については、各学科ごとにある測定方法・評価基準などについて学校と

しての統一された検証については、H29年度検証を行う予定である。 

 

ホテル・ブライダル学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①個々の科目で達成を目指す目標はシラバスに記載され、また授業時に説明されている。

学習成果は検定などの資格取得で測られており具体性がある。 

②また、それに対応したカリキュラムを組んでおり十分達成可能な学習成果である。 

③そのカリキュラムについても検定試験日や実習期間を念頭に組んでおり、その学習成果

は一定期間内で獲得が可能である。 

④資格については日本ホテル教育センターや日本ウェディングプランナーネットワーク協

会が主催し、全国で一般的に認識されている検定であり、その検定合格に伴う学習成果

には実際的な価値がある。 

重要検定 
平成 27 年度本校 

合格率 

平成 27 年度全国 

合格率 

ホテルビジネス実務検

定ベーシック 1 級（2

年生） 

15% 49% 

ホテルビジネス実務検

定ベーシック 2 級（1

年生） 

41% 69% 

ウェディングスビュー

ティフル ディプロマ

（1 年生） 

100% 90% 

ＡＷＰ検定（1 年生） 

アシスタント・ウェデ

ィングプランナー 

100% 83% 



- 32 - 

 

⑤学習成果の測定については、その検定結果により測定可能である。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

 学習成果の査定については、各学科ごとにある測定方法・評価基準などについて学校と

しての統一された検証については、H29年度検証を行う予定である。 

 

医療事務学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①個々の科目で達成を目指す目標はシラバスに記載され、また授業時に説明されている。

学習成果は検定などの資格取得で測られており具体性がある。 

②また、それに対応したカリキュラムを組んでおり十分達成可能な学習成果である。 

③そのカリキュラムについても検定試験日を念頭に組んでおり、その学習成果は一定期

間内で獲得が可能である。 

④資格については技能認定協会が主催し、全国で一般的に認識されている検定であり、

その検定合格に伴う学習成果には実際的な価値がある。 

重要検定 
平成 27 年度本校 

合格率 

平成 27 年度全国 

合格率 

医療事務管理士技能認定試験 36% 51% 

歯科事務管理士技能認定試験 77% 75% 

調剤事務管理士技能認定試験 71% 57% 

介護事務管理士技能認定試験 96% 52% 

ORCA技能検定試験 68% 62% 

 

⑤学習成果の測定については、その検定結果により測定可能である。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

なし。 

 

税理士・会計学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①個々の科目で達成を目指す目標はシラバスに記載され、また授業時に説明されている。

学習成果は検定などの資格取得で測られており具体性がある。 

②また、それに対応したカリキュラムを組んでおり十分達成可能な学習成果である。 

③そのカリキュラムについても検定試験日を念頭に組んでおり、その学習成果は一定期

間内で獲得が可能である。 

④資格については日本税理士協会、日本商工会議所および全国経理教育協会などが主催

し、全国で一般的に認識されている検定であり、その検定合格に伴う学習成果には実際

的な価値がある。 
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重要検定 平成 27 年度 

本校合格率 

平成 27 年度 

全国合格率 

日商簿記 1 級 

（1 年生） 

100% 10% 

日商簿記 2 級 

（1 年生） 

50% 26% 

全経簿記能力検定上級 

(1 年生)  

-  

 

10% 

全経電卓計算能力検定段位 

(2 年生)  

100% 33% 

 

⑤学習成果の測定については、その検定結果により測定可能である。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

 学習成果の査定については、各学科ごとにある測定方法・評価基準などについて学校と

しての統一された検証については、H29年度検証を行う予定である。 

 

日本語学科 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①各科目で達成を目指す目標は、カリキュラムマップと学習体系を明確にしたカリキ

ュラムツリーを作成することで具現化されている。またシラバスにも明確に記載され、

授業時に学生に説明されている。学習成果は期末試験、提出課題で測られており具体

性がある。 

②目標に対応したカリキュラムを組んでいる。学習成果に対応したカリキュラムマッ

プと、その学習体系を示したカリキュラムツリーにて、学習成果が達成できることを

検証している。 

③教育課程は、各種テストや課題、検定試験で学習成果をはかっており、その学習成

果は一定期間内で獲得が可能である。 

④教育課程編成委員会は特に編成されていないが、留学生の進学に必要な必須の検定

である。ただ、ベトナム人留学生の比重の大きさを踏まえると、次年度からは日本語

能力検定試験を入れていくことが重要である、 

重要検定 
平成 27 年度 

本校合格率 

平成 27 年度 

全国合格率 

日本留学試験      37％ -  

 

⑤学習成果の測定は、検定を目指す科目は、検定結果や模擬試験の点数で可能である。

また、検定を目指さない科目については、期末試験、課題評価等により、シラバスの

評価基準に従い、点数化することにより測定可能である。 
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(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

学習成果の査定については、各学科ごとにある測定方法・評価基準などについて学校と

しての統一された検証については、H29年度検証を行う予定である。 

 

区分 Ⅱ－Ａ－５ 学生の卒業後への取り組みを行っている。 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①卒業生の進路先からの評価を聴取する方法として、卒業後 4 ヶ月程度（7 月）での状

況を就職先に新入社員評価アンケートという形式で実施している。 

②回答結果については学科ごとに集計はしていますが、次年度以降のカリキュラム、

学生指導に活用はされていない。 

 

調査内容としての詳細は、 

１．専門的知識・技能について 

・現時点で、新入社員・職員として必要な専門知識・技能を身につけているか 

・学生時代に身につけた専門知識・技能を、業務において活用できているか 

・専門知識・技能について不足しているものはあるか  

 ◎評価の理由 

 ◎入社時点で、具体的にどのような・どの程度の（専門）知識・技能を求め 

ますか？（御社のお考えにてお願いいたします） 

２．意欲について 

・主体性・積極性があるか 

・謙虚に学ぼうとする姿勢があるか  

 ◎評価の理由 

 ◎入社時点で御社が新入社員にどのような意欲を望みますか。 

３．コミュニケーション能力全般について 

・社会人としての挨拶・身だしなみ・立ち振る舞いなどマナー 

・社内外において、TPOに応じた適切な会話・言葉遣いが、できているか 

・報連相など基本的な業務姿勢ができているか  

 ◎評価の理由 

◎新入社員にどのようなコミュニケーション能力を望みますか。 

４．その他：新入社員に求められるものについて 

・上記 3 項目以外の部分で、新入社員に期待する資質・能力について  

５．満足度について 

・総体的に見て、新入社員として満足度を 100%とするとどの程度ですか？（0～100） 

６．その他 

・本校に対するご意見・ご要望等自由に記載 

なお、このアンケート結果をとりまとめ、回答結果については学科ごとに集 

計し、次年度以降のカリキュラム、学生指導の観点として活用している。 
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(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

①評価項目として満足度を点数化していただいているが全体の平均点が 70 点前後で数

年推移している。専門人材育成、職業人育成というところで、当校として、今、何が問

題であり課題なのかを分析し、企業にとってより満足度の高い人材輩出となるよう H29

アンケートの内容を変更する。 

②学習成果の点検という観点においては、活用の仕方および方法について、運営会議で

検討する。 

 

テーマ Ⅱ－Ａ 教育課程の改善計画 

教員が持つ経験、資格一覧を作成し、それに基づいた教員配置及び計画を立案する。 

カリキュラムポリシー及びカリキュラム内容については、定期的に見直しを実施する。 

アドミッションポリシーについては、定期的に見直しを実施する。 

学習成果の内容や達成について、測定は可能であるが一定期間で学習成果を獲得できな

い場合の検証を行い、その対応を検討する。 

学習成果の査定については、学校として統一された査定内容となっているか検証を行う。 

新入社員評価アンケート結果を各学科のカリキュラムに反映する仕組みを構築する。 

 

テーマ Ⅱ－Ｂ 学生支援 

 

区分 Ⅱ－Ｂ－１ 学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて教育資源を有効に活用して

いる。 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

 (1) 教員は、学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて責任を果たしている。 

①教育方針に基づいた成績評価基準により学習成果を評価している。 

②授業月報を通じて学習成果の状況を適切に把握している。 

③期末において授業アンケートを実施し、授業評価を定期的に受けている。 

④授業アンケートの結果は講師会において各教員に報告されている。 

⑤授業アンケートの評価結果に対して、各教員は対応策を作成し、授業改善に努めて

いる。 

⑥授業月報による毎月の情報交換と毎期行われている講師会において意見交換を行っ

ている。 

⑦年２回互見授業を実施している。グループでテーマを決めて授業改善活動を行って

いる。 

⑧毎月学科活動報告書を作成することにより、教育目的・目標の達成状況を把握・評

価している。 

⑨キャリア支援等の時間において履修及び卒業に至る指導ができている。 

 

(2)事務職員は、学科の学習成果の獲得に向けて責任を果たしている。 

①学事課の職務を通じて学習成果を認識している。 

②学事課の職務を通じて学習成果に貢献している。 
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③学事課の職務を通じて学科の教育目的・目標の達成状況を把握している。 

④学生窓口アンケートの実施及び SD 活動での勉強会を実施し学生支援の職務が成さ

れている。 

⑤学事課の職務を通じて学生の履修及び卒業に至る支援ができている。 

 

(3)教職員は、学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて施設設備及び技術的資源を有効

に活用している。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

教員は、なし。 

事務職員は、学生窓口アンケートの結果を踏まえて、業務改善及び SD活動の継続を行

って行く。 

 

区分 Ⅱ－Ｂ－２ 学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて学習支援を組織的に行って

いる。 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①学生に個人目標を年度開始時に立てさせている。目標に対する実績の確認を前期末と

後期末に実施し、学習成果獲得に向けた動機付けを行っている。 

②Bit ハンドブックに学習支援のための情報を掲載し、全学生へ配布している。 

③基礎学力が不足する学生に対する補習授業等は組織的には行われていない。 

④ADと呼ばれるクラス担任制度を取っており、学習上の悩み等に対応している。 

⑤通信教育は行っていない。 

⑥優秀な学生にはより高位の資格取得が出来るように、クラス分け授業を行っている。 

⑦全学科で留学生の受け入れを行っているが、専門課程での留学生数は少ない。また留

学生の派遣は行っていない。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

③基礎学力が不足する学生に対するラーニングセンターを H29年度に設置する。 

⑦より多くの留学生を受け入れられる制度と留学生派遣の制度を運営会議で検討する。 

 

区分 Ⅱ－Ｂ－３ 学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて学生の生活支援を組織的に

行っている。 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①入学前オリエンテーションの実施。及びキャリア支援の授業を設置し、学習方法や科

目選択のためのガイダンス等を行っている。また社会が求める人間性の向上の学力とし

て、企業と連携したカリキュラム策定に向けて職業実践専門課程の教育編成委員会を実

施している。 

②Bit ハンドブックにおいて学校生活の詳細及びシラバスの周知を行っている。また、

Webの学生マイページを通じてリアルタイムな情報提供を行っている。」 
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③基礎学力が不足する学生への指導について、該当する支援科目のラーニングセンター

制度を検討している。 

④AD制度を導入し、ADが学習支援から学校生活に至るまでの相談・サポートが丁寧に行

われている。 

⑤通信で学習を行う学科は設置されていない。 

⑥優秀学生に対して、前期後期の年二回にわたって表彰が行われ、その努力と栄誉を讃

えている。 

⑦日本語学科において留学生を受け入れている。また、専門課程においても積極的な留

学生の受け入れを行い、学校全体でサポート体制を構築している。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

④学生指導体制が ADに集中していることから、メンタル面でのケアや、就職活動の指導

体制など、学校全体で役割を分担する体制の整備を運営会議で検討する。 

 

区分 Ⅱ－Ｂ－４ 進路支援を行っている。 

(a)  各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

学生の全学的な就職支援として、キャリア開発・支援課があり、学生の進路支援を行っ

ており、職員 6 名が対応している。 

その主たる支援内容は、 

 

 求人依頼の発送、求人依頼訪問 

 求人票の受付、ファイリング、学生への掲示、ADへの配布 

 求人情報 DBへのデータ登録（外部委託） 

 進路希望調査に基づく求人情報の学生へのメール配信 

（学生マイページ） 

 就職先パンフレット等資料の保管管理 

 その他、ADと連携し、履歴書・面接指導業務を担当 

 各種就職ガイダンス等の案内の受付、AD への伝達、学生マイページを使用しての学

生への配信 

 就職内定状況集約、資料作成、学内への伝達 

 就職指導や相談、さらにその進捗問合せなどのフォローである。 

 

①就職支援については個別対応を原則とし、ADとキャリア開発支援課が連携をとって対応

にあたっている。 

②キャリア開発支援課にて就職関係の資料・情報等の提供を行っている。合わせて個別対

応も行っている。 

③資格取得については通常のカリキュラムに落し込まれている。就職試験対策については、

全学的な取組みと合わせて、個別対応を原則に対応を行っている。 

④就職状況については、各学科・各個人単位で内定目標月の設定を行い、計画的な進捗管

理を行っている。各個人の就職活動履歴については、次年度の学生の参考、就職指導の参

考となるよう、閲覧できるよう管理されている。 

⑤進学・留学については希望者に対しては、個別に対応を行っている。 
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(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

③個々の資質・能力にどこまで対応できるかがポイントであり、そのような観点から

の就職支援体制も検討していかなければならない。また、持病を持ち就職に苦戦して

いる学生も見受けられるようになっており、ハローワークやビジネスマップ等、外部

との連携しながら個々の学生の状況に合った就職支援を H29年度に構築する。 

④専門就職率という観点をより追求した学科構成を構築し、H30年度学科編成とする。 

⑤現状、専門課程において希望者は極めてまれであるが、ひとつの選択肢として進学

先情報を収集する。 

 

区分 Ⅱ－Ｂ－５ 入学者受け入れの方針を受験生に対して明確に示している。  

 (a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

広報については、企画推進部企画推進課が推進窓口となり、企画推進課 6 名で年間の計

画立案に基づく高校訪問、会場ガイダンスへの参加、校内ガイダンスへの参加等を通し

て、広報活動を展開している。 

① 入学者受け入れについて、募集要項では試験の内容な日時、学費等は明確に記載さ

れているが、各学科におけるアドミッションポリシーは記載されていない。（入学・進学

時に学生に配布する Bit ハンドブックに記載） 

②受験にかかわる問い合わせは、メールや電話、進学会社を通じた資料請求をはじめ様々

な問い合わせがあり、適切にかつ最優先で対応している。 

③入試については、選抜の校正をはかるため、入学願書等志願者の情報は、当日の面接

担当者等限られたメンバーに試験日当日に開示。また、各選抜試験においては、正確性

を高めるため、校長確認のもと、企画推進課が事前に作成した実施要項に基づき、校長

自ら事前の会議で指示すると同時に、試験会場担当者、面接担当者に注意事項を文書で

も配布し、公正、正確な試験実施を行っている。 

④基本的には入学願書提出前にオープンスクール、学校説明会、保護者説明会等におい

て授業や資格取得、就職、学校生活等の情報を理解してもらい、その理解の上に願書を

提出いただいている。そうならない場合においても、個別に対応を行い、しっかりと理

解をいただいたうえで受験いただくことを原則としている。 

⑤入学式前に 2 日間の時間をとり、入学前オリエンテーションを実施している。実施方

法としては、全体ならびに学科毎に実施し、 

・授業（DCAポリシー、カリキュラム、シラバス、単位認定） 

・年間スケジュール（スーツ週間） 

・資格表彰 

・進級・卒業要件 

・授業規律 

・学生生活（資格取得、就職の説明、事務手続き等） 

・健康診断を行っている。 

⑥企画推進課・学事課の連携において、業務のマニュアル化も含め対応を行っている。 
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(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

 

① 募集要項へのアドミッションポリシーの記載のための検討を運営会議で行う。 

② 今後、HP、SNS等による問い合わせも増加すると思われるため、対応できるための整備

も必要となってくる。 

③ 現状整備はできているが、今後は、HP等のメディアツールを活用して、情報発信・提

供のみならず、外部との情報交換やリクエスト相談に応じられるようなシステム環境

の整備も充実させ、閲覧者にとってより効果的・効率的な体制を追及していく。 

⑤各学科においての入学前教育を運営会議で検討、実施していく。 

 

テーマ Ⅱ－Ｂ 学生支援の改善計画 

基礎学力が不足する学生に対する支援や、学生が常に授業外で積極的に勉強できる設備

の整備が必要であることから、学習支援センター開設を検討していく。 

学生指導体制が ADに集中していることから、メンタル面でのケアや、就職 

活動の指導体制など、学校全体で役割を分担する体制の整備が急務である。特に、個々の

資質・能力にどこまで対応できるかがポイントと考えられるほか、持病により就職に苦戦

している学生も多いことから、外部との連携も視野に入れ、学生の個別対応策の構築に務

める。 

アドミッションポリシーを募集要項に記載するほか、各学科においての入学前教育をよ

り充実させることで、より満足度の高い学科運営を実現する。 

 

基準Ⅱ 教育課程と学生支援の自己点検・評価に基づく行動計画 

 教員が持つ経験、資格一覧を作成し、それに基づいた教員配置及び計画を運営会議で検

討する。カリキュラムポリシー及びカリキュラム内容については、教育課程編成委員会に

おいて見直しを実施し、次年度カリキュラムに反映する。アドミッションポリシーについ

ては、募集計画作成時に見直しを実施する。 

学習成果の内容や達成について、測定は可能であるが一定期間で学習成果を獲得できない

場合に対して、学習支援センターの設立を検討する。 

新入社員評価アンケート結果を各学科のカリキュラムに反映する仕組みを構築する。 

アドミッションポリシーを募集要項に記載する。 
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й ≤ ─ ה ─  

教員および事務職員の組織、業務運営においては、改善すべき点はあるものの、適正な

運営がされていると思われるが、教員及び事務職員個々の能力向上のための研修、研究等

については、適正な運営がされているとは思われない。 

教員においては短期大学のような該当する専門研究実績がなくても、学科を担当してい

る場合が多く、今後その検証が必要である、ＦＤ活動を展開してはいるが、教員の業務負

担が重く、一定レベル以上の成果を上げるまでには至っていない。事務職員についても運

営自体は改善されているが、資質向上のためのＳＤ研修を自主的に実施しているとは言い

難く、取り組みも十分ではない。 

また、就業規則等の規程整備はある程度できているが、その周知徹底は手つかず状態に

ある。 

校地、校舎については、数値上充分な面積を有している。しかしながら、教室数につい

てはクラス数に対し、現実の要求数に対し不足しており、障がい者への対応は、未だ不十

分である。 

教室は、学科の専門的な実習を行う教室を有している。また、これらの施設は、学科・

専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて更新、整備が行われている。学科・専攻

課程の教育課程編成・実施方針に基づいて授業を行うための機器・備品を有していると判

断できる。 

図書館は富山福祉短期大学図書館を利用しており、適切な面積の図書館または学習資源

センター等を有している。 

体育館は保有していないが、必要な場合キャンパス内の富山福祉短期大学体育館を利用

している。 

固定資産や貯蔵品管理については、学園に固定資産管理規程、物品購入規程、経理規定

があり、これにより整備されている。 

火災・地震対策、防犯対策のための防災計画と組織を持っている。また、セキュリティ

システムを導入し、自衛消防組織を作り、通報連絡、初期消火、避難誘導、応急救護の担

当を置き、全教職員に周知している。消防計画に基づき平成 27 年 10 月 27 日に地震および

火災避難訓練を実施した。訓練は、教職員の他、学生も参加した。耐震診断は未対応であ

る。 

学校のすべての実習用パソコンにはすべてセキュリティ対策ソフトを導入し、対策を行

っている。管理基準として、浦山学園ネットワーク管理方針と浦山学園ネットワーク管理

安全対策基準がある。 

職員・学生ともに省エネルギー対策に取り組んでおり、クールビズの実施や、省エネル

ギー・省資源対策、その他地球環境保全の配慮をしている。また、省エネ研修会などを通

して、教職員の省エネ意識の向上を図った。 

学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づき、技術サービスや専門的な支援施

設、ハードウェア及びソフトウェアの向上・充実をはかっている。 

合わせて、情報技術の向上に関するトレーニングを学生及び教職員に提供している。教
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育サービスの質維持のため技術的資源と設備の両面において計画的に維持、整備し、適切

な状態を保持している。 

学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて、教室や機器を配分することに

より、定期的に技術的資源の分配と見直しをおこなっている。 

常勤教職員が、コンピュータ設備を計画的に維持、整備し、適切な状態を保持している。

学内全講義室で、無線 LANの利用が可能であり、ほぼ全教室でネットワークとプロジェク

タを利用した授業実施が可能となっている。これに加え、無線ネットワークを利用して出

力するプリンタも整備しているので、場所にとらわれない授業運営が可能である。学園全

体でネットワーク委員会を組織し、設備の管理・整備を行っており、学内においても教室

別の管理担当を決め、より細かな管理・整備に取り組んでいる。教育課程編成・実施の方

針に基づいて、学生の学習支援のために必要な学内 LANを整備している。無線 LANネット

ワークを利用した場所にとらわれない授業運営のため、学内すべての場所から利用できる、

実習用サーバー機を設置している。学生は、学生個人のコンピュータを利用し、校内全て

で場所を問わずネットワークを使用することができる。学科・専攻課程の教育課程編成お

よび実施の方針に基づいて授業を行う、特徴あるコンピュータ教室を整備している。 

過去 3 年間における学園全体の資金収支は黒字であり均衡といえるが、消費収支は赤字

であり均衡であるといえない。過去 3 年間の当年度収支差額（旧・消費収支差額）は黒字

であり、翌年度繰越収支差額は支出超過状態ではあるが年々改善されてきている。貸借対

照表において資産総額は 42 億台を維持し、借入金返還により負債総額は年々減少し健全な

状況で推移している。予算および決算については学園全体および箇所毎に通知されており、

各箇所では箇所と学園全体の財政の関係を把握している。現在、収支差額上は黒字の財政

が維持されている。また、法人全体の教育研究活動のキャッシュフローは黒字であり資金

ショートのおそれはなく、今のところ短期大学の存続を可能とする財政は維持されている。

退職給与引当金は平成 20 年度より全在籍者の退職金の期末要支給額 100%を引き当てられ

ている。 

学生数に応じた予算編成を行い、支出については理事会で承認された予算及び事業計画

に基づいて執行し、資産運用は浦山学園資産運用規程により、安全第一に運用すべき期間

及び金額について十分な見通しを立て、資金繰りに影響がないよう複数の金融機関等を比

較し適切に管理している。教育研究に必要な教育研究経費は、過去 3 年間とも経常収入（旧．

帰属収入）に対し 20％を超えており教育研究活動の維持・発展への影響はない。教育研究

用の施設設備及び学習資源（図書）については予算審議を経て適切に支出されており資金

配分について問題ない。 

入学定員充足率については、入学定員 260 名に対し入学者 196 名であり、75％であった。

学科別にみると定員が充足している学科は、情報システム学科、医療事務学科、診療情報

管理士専攻学科のみであった。 

収支差額のみを見ると、概ね収容定員充足率に相応した財務体質であるといえるが、間

接部門経費や、非資金項目支出を勘案すると、充足率の向上は必須といえる。 

学園全体として策定していた、中期経営計画（平成 24 年度～平成 27 年度）は最終年度

を迎え学生数等の乖離が大きいため、改めて、夢プロジェクト（第 2 期中期経営計画策定

PJ）を立ち上げ、平成 27 年度内に策定することとした。 
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専門学校の強み・弱みなどの客観的な環境分析を行うため、重点目標・活動計画の策定

には、SWOT分析を実施した。 

この第 2 期中期経営計画においては、平成 27 年度までの中期的な財務目標を学園全体お

よび本校として策定するよう検討し、学生募集対策について常に振り返り、学科別の経費

額学生数および学納金などの計画策定についても検討している。 

人事計画、施設設備計画は中期経営計画と経営実態、財政状況に合わせて策定されてい

る。施設設備の計画は、優先順位に合わせて実施しているが、整備と補修の費用バランス

については、状況に影響される要素がある。中長期修繕計画や施設設備特定資産確保など

将来性・安定性のため明確な施策の検討が望まれるため、学園全体を対象とした「浦山学

園施設維持管理に関する規程」が平成 27 年度に制定された。その規程に基づき、『教育研

究施設設備拡充・修繕特定預金』として平成 27 年度決算より特定預金化を開始した。 

外部資金の獲得として教育の質向上、地域貢献の公開講座等により、補助金および公開

講座収入の増収を目指している。また、現段階では寄付金収入が見込めないため、学園全

体と対象とした「浦山学園寄付金事務取扱規程」を制定し、寄付金募集活動を具体的に実

施できる体制整備の検討を開始した。また、法人および個人からの寄付を受けた場合に寄

付者が税制優遇を受けられるように『特定公益増進法人』の手続き、および寄付金の使途

目的についても理事会に諮れるように検討を開始した。 

学園本部にて課程毎の収支を算出しており、現状や課題等を把握している。 

学内に対する情報公開については、学園全体の全体会議にて中期経営計画について周知

し共有が図られている。また経営状況については学園としてＨＰに財務状況や事業報告書

を掲載し、学内外に対する経営情報の公開と危機意識の共有ができている。 

 

ⱴ йכ♥   

 

 й Ί ה  ─ ה ─ ⌐ ≠™≡ ╩

⇔≡™╢⁹ 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①教員組織は各学科の教育課程編成方針に基づいて編成されている。 

②教員数については幼児教育学科において次年度への教員採用数が未達である。他学科に

ついては基本的に必要な教員数は確保されている。 

③専任教員の職位に関しては日本語学科を除き、実務経験年数以外の資格について規定が

ないため、今後の課題となっている。非常勤教員については各分野において実務経験豊

富な人材が確保されているが、各講師がもつ資格・能力について詳細を一覧にする作業

はまだ着手できていない。 

④各学科、教育課程編成の方針に基づいて専任教員と非常勤教員が配置されている。 

⑤補助教員についても各学科、教育課程編成の方針に基づいては配置されている。 

⑥教員の採用、昇任については、就業規則、選考規程に基づいて実施されている。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

専任教員の職位に関して、実務経験年数以外の資格について規定がないため、今後の課

題となっている（日本語学科を除く）。非常勤教員については各分野において実務経験豊富
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な人材が確保されているが、各講師がもつ資格・能力について詳細を一覧にする作業はま

だ着手できていないため、H29年度対応していく。 

 

 й Ί  │⁸ ה ─ ה ─ ⌐ ≠™≡

╩ ∫≡™╢⁹ 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①専任教員の研究活動は十分とは言えないが、学科、専攻課程の教育課程編成・実施の方

針に基づいて実施されている。 

②専任教員個々人の研究状況の状況については公開に着手できていない。 

 今後の課題である。 

③外部委託事業等については文科省の委託事業を積極的に展開しており、観光分野とＩＴ

分野において、専門学校の教育の質向上につながる試みが展開できている。ただ、平成

28 年度はＩＴ分野が採択されず、課題も残った。 

④専任教員の研究活動についての規程については整備されていない。 

⑤研究成果の発表については文科省委託事業等において行っている以外は特に実施されて

いない。 

⑥教員室は教育活動を実施できる場所として環境が整備されている。 

⑦専任教員の研究・研修活動に関する時間は確保されていない。 

⑧専任教員の海外派遣については規定が定められている。留学と国際会議についてはまだ

整備されていない。 

⑨ＦＤ活動に関する規程はない。 

⑩ＦＤ活動に関する規程はまだないが、継続的かつ適切に活動が実施されている。 

⑪学習成果を向上させるための学科間の連携はＦＤ活動を通してなされている。授業アン

ケートについても学事課と教務部が連携して活動が展開できている。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

ＦＤ活動や研究活動についての規程が整備されていないため、H29年度に整備する。 

 

 й Ί  ╩ ↕∑╢√╘─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①事務組織は企画推進課・学事課の二つの課で構成されている。これは浦山学園事務組織

規程および富山情報ビジネス専門学校組織図によりそれぞれの職務と体制が明確にさ

れている。事務組織規程および組織図は使用するグループウエアのデータベース上にも

添付されており常に閲覧可能な状態で整備されている。この各部署の役割は、業務分掌

に明示されている。 

②各部署職員は業務分掌に則った職務の遂行を通して、専門的な職能を獲得している。新

規業務や担当分野におけるスキルアップ研修等については、十分な対応ができていると

は言えない。 

③事務に関する規程は、業務内容に則り、必要なものが整備されている。 

④各部署には、パソコン・OA 機器を始めとする業務に必要な機器備品がそれぞれ配備され

ており、それらをネットワークで共有し、各種情報の共有を図っている。ネットワーク
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機器に対しては、浦山学園ネットワーク管理方針および浦山学園ネットワーク管理安全

対策基準に沿って情報セキュリティ対策を講じている。 

⑤防災対策については、消防署の指導をあおぎ、実施している。また、この対策のため避

難訓練をおこなった。情報セキュリティ対策は、学園本部指定の「浦山学園ネットワー

ク管理安全対策基準」に従い実施している。 

⑥SD 活動に関する規程は未だ整備されていない。 

⑦平成 27 年度は計３回の SD研修会を実施した。（10 月：教育改革、11 月：省エネ、2 月：

カリキュラム勉強会）実施した SD研修のうち２回（10 月、1 月）は同一法人で設置する

短大と合同で開催しており、学内の課題だけでなく学園全体の課題へ取り組む機会とな

った。また、日々の業務から課題を見つけ解決していくことが SDであるという認識のも

と、必要に応じてテーマを定め研修会・勉強会を実施している。 

⑧部署ごとに毎週ミーティングを実施し、日常的に情報共有と業務の見直しや事務処理の

改善に努力している。  

⑨事務職員は、学習成果を向上させるため、教務ミーティングへの参加や、全体会議での

情報共有の実施、学科担当者とのミーティングを実施している。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

事務職員の能力開発について、計画的な取り組みを始めたが、それを利用するための手

続きがないため、実施するのみとなっている。研修の標準化と並行して、担当業務に必要

な能力向上をはかるプロセスを明確にする必要がある。また年間計画や業務計画に沿った

ミーティングにすることで、スケジュール管理の明確化や各部署の足並みをそろえること

に繋がり、より学習成果の向上につながる。 

 

 й Ί  ⅜ ⌐ ╦╣≡™╢⁹ 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①教職員の就業に関する諸規程は「浦山学園就業規則」をはじめとした各規程にて整備さ

れている。 

②諸規程は使用するグループウエアのデータベース上に保存され、全教職員が常時閲覧可

能としており、適宜通知されている。各規程は随時見直しを行い必要に応じて改廃を行

っており、改廃が発生した場合は、全教職員に通知される。改廃時のみならず、適切な

人事管理、労務管理等の意識啓発を行う際などにも各種就業に関する規程の内容を明示

し周知している。また諸規程は、専任教職員対象のもの以外に必要に応じて契約教職員

対象、パート職員対象のものを整備している。 

③教職員の就業については、就業規則や関係諸規程に従い適正に管理している。特に時間

外勤務に関する状況については毎月常任理事会へ報告をしており、時間外勤務が増加し

た際などは必要に応じて教職員に適切な労務管理を促す通知をおこなっている。また月

1 回の衛生委員会を開催し、教職員の就業状況を確認し、教職員が常に適正な就業状況

を維持できるよう、教職員に対し必要な情報の発信を行っている。 
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(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

就業に関する各規程は、全教職員が常時閲覧可能な状況であるが、規程内容を教職員が

理解し、日々の業務で各種規程を意識して業務推進できるよう、研修等を通して浸透をは

かる必要がある。また、ワーク・ライフバランスへの意識高揚に関しても研修等を通して

推進していく。 

 

ⱴ йכ♥  ─  

教員の能力、資質向上のためのＦＤ活動を実施するためには、少ない時間内で最大の効

果が出せるような工夫と仕組み作りが急務である。それと同時に業務全体の棚卸し、見直

しをしていくことが改善していくための条件になると考えられる。教員の研究実績等につ

いては早急に調査をし、適正性について整理した上で、今後の人事に反映させていく必要

がある。このことがひいては非常勤講師依存の抑制につながると考えられる。 

事務職員についても実質的に効果のあるＳＤ活動実施のために、具体的な工夫と、枠組

みをつくり、同時に業務全体の棚卸しと見直しを進めていく必要がある。 

防災対策については消防署との連携を強化し、具体的な年間計画等のアクションを起こ

すことが必要である。 

 

ⱴ йכ♥   

 

 й Ί ה  ─ ה ─ ⌐ ≠™≡ ⁸ ⁸

⁸∕─ ─ ╩ ה ⇔≡™╢⁹ 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①校地の面積については専修学校設置基準では、「校舎等を保有するに必要な面積を備える

こと（基準第 22 条）」と記されており、明確に定められていないが充分な面積を有して

いる。 

②運動場は有していない。 

③校舎の面積については、専修学校設置基準では、総定員 535 名に対して 2,045 ㎡が必要

である。現在の校舎面積は 3 校舎合わせて 5,525 ㎡であり、必要面積を確保している。

しかしながら、教室数についてはクラス数に対し、現実の要求数に対し不足している。 

④障がい者への対応として、A 館にエレベータ、障がい者用トイレ、全教室へのスロープ

設置が設置されている。B・C 館においては、非対応である。 

⑤教室は、講義室１７室、パソコンを常設している演習室５室、その他学科の専門的な実

習を行う教室を有している。学科の専門的な実習対応教室として、SOR（システムオペ

レーションルーム）、図工室、ピアノ実習室、歯科実習室・メイク室、保育実習室があり、

カリキュラムに対応する施設と設備を有している。これらの施設は、学科・専攻課程の

教育課程編成・実施の方針に基づいて更新、整備が行われている。 

⑥通信による教育を行う学科は設置されておらず、その為の機器等は整備していない。 

⑦前述の⑤⑥により学科・専攻課程の教育課程編成・実施方針に基づいて授業を行うため

の機器・備品を有している。 

⑧適切な面積の図書館または学習資源センター等を有している。図書館は富山福祉短期大

学図書館を利用している。面積は 230.30 ㎡であり、館内には 62 の閲覧席を備え、十
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分な学習スペースを設けている。 

⑨図書等は、本学の教育研究に必要な図書（和書・洋書）、視聴覚資料等を備えている。 

平成 27 年 3 月 31 日現在の図書館蔵書数は以下のとおりである。 

 ・和書 27，655 冊 ・洋書 753 冊 

 ・学術雑誌 76 種  ・AV 資料 1,047 点  

図書の選書は図書・研究委員会による意見、各教職員からの研究図書、学生・教職員か

らの要望、図書館司書による新刊図書の選書等により行い、学習用図書・研究用図書を

ともに購入する。図書館での収書は、全学の重複と遺漏防止のため、コンピュータ・シ

ステムを用いて調査を行っている。また、図書の廃棄に関しては、除籍規定を確立し、

8 月の蔵書点検後に実施している。 

幼児教育学科および日本語学科にも、一部図書を有しているため専用の保管場所がある。

幼児教育学科は B 館 2 階に図書室があり、421 冊の図書がある。日本語学科は B 館教

員室に保管書架があり、学生は申し出て借りることが出来、現状のカリキュラムに対応

している。 

⑩体育館を保有しておらず、必要な場合キャンパス内の富山福祉短期大学体育館を利用し

ている。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

授業クラスに対し、教室が不足している状況が続いている。クラス数の見直しと受講コ

マの分散化をはかり、効率向上を目指す必要がある。これまで同様、時間割設定での合同

授業の実施も継続する。また、教室と校舎施設の改修も計画的に進める必要がある。 

障がい者対応に関し、スロープやトイレだけでなく、エレベータの広さや、ドアの開閉

のし易さ、掲示板の高さや掲示方法など、対応できていない部分は多々ある。順次計画的

に対応する必要がある。 

 

 й Ί  ─ ╩ ⌐ ∫≡™╢⁹ 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①学園として固定資産管理規程、物品購入規程、経理規定があり、これにより整備されて

いる。 

②学事課にて、消耗品在庫管理を逐次実施している。施設設備（ボイラー設備、電気設備、

消防設備）関しては、定期的に点検を行っている。修繕については、緊急性の高いもの

から実施している。 

③火災・地震対策、防犯対策のための防災計画がある。 

④防犯対策としてセキュリティシステムを導入しており、毎日校舎施錠前にチェックリス

トに基づき、巡回確認を実施している。自衛消防組織を作り、通報連絡、初期消火、避

難誘導、応急救護の担当を置き、全教職員に周知している。消防計画に基づき平成 27

年 10 月 27 日に地震および火災避難訓練を実施した。訓練は、教職員の他、学生も参加

した。耐震診断は実施すべき課題である。 

⑤学校の教職員用パソコン及び学生のノートパソコンを含む実習用パソコンにはすべてセ

キュリティ対策ソフトを導入し、対策を行っている。基準として、浦山学園ネットワー

ク管理方針と浦山学園ネットワーク管理安全対策基準を定め、安全・安定した情報シス
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テム・ネットワーク環境に努めている。 

⑥職員・学生ともに省エネルギー対策に関して呼びかけを行っている。6 月から 9 月には

クールビズを実施しており、省エネルギー・省資源対策、その他地球環境保全の配慮を

している。また、平成 27 年 11 月 25 日に教職員対象に省エネ研修会を開催し、地元の電

力会社の協力により、省エネ診断結果とそれに基づいた省エネの提案を受け、教職員の

省エネ意識の向上を図った。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

校舎の老朽化による不具合が目立っており、大規模な修繕が課題である。修繕を計画的

に実施できるよう予算面を中心に、検討する必要がある。 

施設設備（ボイラー設備、電気設備、消防設備）関して、点検を実施しているが、老朽

化しているため点検に費用が嵩んでおり、修繕できない場所がある。また、機能面で不十

分なところが増えている。 

耐震対策について、対応計画を次年度以降、具体化していく。 

 

ⱴ йכ♥  ─  

授業クラスに対し、教室が不足している状況がいている。クラス数の見直しと受講コマ

の分散化をはかり、効率向上を目指す必要がある。これまで同様、時間割設定での合同授

業の実施も継続する。また、教室と校舎施設の改修も計画的に進める必要がある。 

障がい者対応に関し、スロープやトイレだけでなく、エレベータの広さや、ドアの開閉

のし易さ、掲示板の高さや掲示方法など、対応できていない部分は多々ある。順次計画的

に対応する必要がある。 

校校舎の老朽化による不具合が目立っており、大規模な修繕が課題である。修繕を計画

的に実施できるよう予算面を中心に、検討する必要がある。 

施設設備（ボイラー設備、電気設備、消防設備）関して、点検を実施しているが、老朽

化しているため点検に費用が嵩んでおり、修繕できない場所がある。また、機能面で不十

分なところが増えている。 

耐震対策について、対応計画を具体化する必要がある。 

 

ⱴ йכ♥  ╩│∂╘≤∆╢∕─ ─  

 

 й Ί  │⁸ ה ─ ה ─ ⌐ ≠™≡

╩ ↕∑╢√╘⌐ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいておこなう技術サービスや専門的

な支援施設、ハードウェア及びソフトウェアの向上・充実のため、毎年次年度に向け、

各学科の意見を集め検討し、予算に計上している。平成 27 年度は HP 作成用ソフト購

入、コンピュータ実習指導用パソコン購入、実習用プリンタの更新を実施した。 

②学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて情報技術の向上に関するトレー

ニングを学生及び教職員に提供している。学生に対しては専門課程全学科の入学生に対

し、「コンピュータ利用技術」を設定し、情報技術の向上に努めている。また、「コンピ
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ュータスタートブック」を作成し、学生に配布・説明している。教職員に対しては技術

の向上を目的に、教育用システムの研修を適宜実施している。 

③技術的資源と設備の両面において計画的に維持、整備し、適切な状態を保持している。

実習室・教室設置の教育機器は、常に授業運営に支障の無いよう、コンピュータ教員と

学事課教具担当が維持管理をおこなっている。 

 故障発生時は、授業担当教員から該当箇所の IT 環境担当教職員に連絡し、復旧手続き

をおこなう。故障の無い場合も学期末にコンピュータ教員が動作確認を実施する。 

④学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて、前期・後期の時間割作成時に

専任・非常勤講師へ教室とその設備等の条件を聞き、それに合わせて教室や機器を配分

することにより、半期に一度定期的に技術的資源の分配を見直している。また、専門課

程の全学生に一般科目として、コンピュータの授業を設定し、利用技術の向上をはかっ

ている。 

⑤教職員が学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて授業や学校運営に活用

できるよう、学内コンピュータ整備を行っている。学内全講義室で、無線 LAN の利用

が可能であり、17 の実習室および教室にプロジェクタが設置されている。また、移動式

のプロジェクタを利用することで、ほぼ全教室でネットワークとプロジェクタを利用し

た授業実施が可能となっている。これに加え、無線ネットワークを利用して出力するプ

リンタも整備しており、印刷を要する授業についても、場所にとらわれない運営が可能

である。環境整備に関しては、学園全体でネットワーク委員会を組織し、設備の管理・

整備を行っている。また、学内においても教室別の管理担当を決め、より細かな管理・

整備に取り組んでいる。 

⑥学科の教育課程編成・実施の方針に基づいて、学生の学習支援のために必要な学内 LAN 

を整備している。これによりキャンパス内のどこにいても、情報ネットワークが利用で

きる。 

⑦教員は無線 LAN ネットワークを利用し、場所にとらわれず、様々な機器を利用し授業 

運営ができる。あわせて、学内すべての場所から利用できる実習用サーバー機を設置し

ている。 

⑧学科の教育課程編成・実施の方針に基づいた学生支援充実のために、コンピュータ利用 

技術向上のための環境整備をおこなっている。専門課程学生は、学生個人のコンピュー

タを利用し、校内全てで利用可能な無線ＬＡＮにより、場所を問わずネットワークを使

用することができる。また、授業カリキュラムに一般科目として、「ＩＴ活用実務」を導

入し、利用技術の向上を図っている。 

⑨学科・専攻課程の教育課程編成および実施の方針に基づいて授業を行うコンピュータ教

室を整備している。A401 教室、B302 教室に Windows コンピュータ教室、A 館 2 階に

SOR（システムオペレーションルーム）、A304 教室に Apple コンピュータ実習室、C101

教室に歯科実習室・メイク室、C202 教室に図画工作室、C203 教室にピアノ実習室、C

館 2 階に個別ピアノ練習室 3 部屋、C301 教室に保育実技室、B207 教室に保育図書室を

整備している。CALL 教室は整備していない。 
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(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

実習機器を含めた教育環境の整備に際し、現在の環境整備と併せて、将来の環境整備計

画を持って臨む必要がある。カリキュラム実施計画に基づいた、インフラ整備計画が必要

であり、突発的な計画立案でなく段階的な導入改修が必要である。そのため中長期的なカ

リキュラム運営計画を明確化することと、教室を利用学生数に適合させるなど具体的な段

階が必要である。また、スマートフォンやタブレットなど、新しい機器の、学内での使用

に関し、その利用範囲や利用方法について明確な方針が無い。また、ソーシャルネットワ

ークサービスなど、新しい情報資源に関する利用計画が必要である。 

 

ⱴ йכ♥  ╩│∂╘≤∆╢∕─ ─ ─  

実習機器を含めた教育環境の整備に際し、現在の環境整備と併せて、将来の環境整備計

画を持って臨む必要がある。カリキュラム実施計画に基づいた、インフラ整備計画が必要

であり、突発的な計画立案でなく段階的な導入改修が必要である。そのため中長期的なカ

リキュラム運営計画を明確化することと、教室を利用学生数に適合させるなど具体的な段

階が必要である。また、スマートフォンやタブレットなど、新しい機器の、学内での使用

に関し、その利用範囲や利用方法について明確な方針が無い。また、ソシアルネットワー

クサービスなど、新しい情報資源に関する利用計画が必要である。 

 

ⱴ йכ♥   

 

 й Ί  ╩ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

①過去 3 年間における学園全体の資金収支は黒字であり均衡といえるが、消費収支は赤字

であり均衡であるといえない。 

②過去 3 年間の当年度収支差額（旧・消費収支差額）は黒字であり、翌年度繰越収支差額

は支出超過状態ではあるが年々改善されてきている。 

③貸借対照表において資産総額は 42 億台を維持し、借入金返還により負債総額は年々減

少し健全な状況で推移している。 

④予算および決算については学園全体および箇所毎に通知されており、各箇所では箇所と

学園全体の財政の関係を把握している。 

⑤現在、収支差額上は黒字の財政が維持されている。また、法人全体の教育研究活動のキ

ャッシュフローは黒字であり資金ショートのおそれはなく、今のところ短期大学の存続

を可能とする財政は維持されている。 

⑥退職給与引当金は平成 20 年度より全在籍者の退職金の期末要支給額 100%を引き当てら

れている。 

⑦学生数に応じた予算編成を行い、支出については理事会で承認された予算及び事業計画

に基づいて執行し、資産運用は浦山学園資産運用規程により、安全第一に運用すべき期

間及び金額について十分な見通しを立て、資金繰りに影響がないよう複数の金融機関等

を比較し適切に管理している。 

⑧教育研究に必要な教育研究経費は、過去 3 年間とも経常収入（旧．帰属収入）に対し 20％

を超えており教育研究活動の維持・発展への影響はない。 

⑨教育研究用の施設設備及び学習資源（図書）については予算審議を経て適切に支出され

ており資金配分について問題ない。 
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⑩入学定員充足率については、入学定員 260 名に対し入学者 196 名であり、75％であった。

学科別にみると定員が充足している学科は、情報システム学科、医療事務学科診療情報

管理士専攻学科のみであった。 

⑪収支差額のみを見ると、概ね収容定員充足率に相応した財務体質であるといえるが、間

接部門経費や、非資金項目支出を勘案すると、充足率の向上は必須といえる。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

法人全体の帰属収支の構成比率において、約 8 割が学生生徒等納付金であり学生数によ

り財務状況が左右される現状に変わりはない。収容定員充足率に相応した財務体質を維持

するため学科専攻毎の収支バランスを把握する仕組みを検討し、少子化の進展に対応でき

る財務体質の強化に努め、予算の厳正な執行管理及び健全な予算計画の策定を行う必要が

ある。また、定員充足率の向上と休学退学率の削減、経常費補助金以外の補助金や外部資

金獲得に向けた計画的な取組を行っていく必要がある。 

 

 й Ί  ⌂ ⌐ ≠⅝ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ∆╢╟℮

╩ ⇔⁸ ⇔≡™╢⁹ 

(a) 各区分において自己点検・評価を基に現状を記述する。 

（１）学園全体として策定していた、中期経営計画（平成 24 年度～平成 27 年度）は最終

年度を迎え学生数等の乖離が大きいため、改めて、夢プロジェクト（第 2 期中期経

営計画策定 PJ）を立ち上げ、平成 27 年度内に策定することとした。 

（２）専門学校の強み・弱みなどの客観的な環境分析を行うことにしている。本校の年次

計画における課題対応については、重点目標・活動計画の策定には、SWOT分析を実

施した。 

（３） 

①この第 2 期中期経営計画においては、平成 27 年度までの中期的な財務目標を学園全

体および本校として策定するよう検討している。その計画の中でニーズに対応できる

学生募集対策について常に振り返り、学科別の経費額学生数および学納金などの計画

策定についても検討した。している。また学科別の収支も算出している。 

②人事計画、施設設備計画は中期経営計画と経営実態、財政状況に合わせて策定されて

いる。学園全体の専任教員および職員の人員構成と各部門の課題について検討を開始

したところである。 

③施設設備の計画は、優先順位に合わせて実施しているが、整備と補修の費用バランス

については、状況に影響される要素がある。また、減価償却費が大きな割合となって

いる。人員にあわせた施設計画が必要である。中長期修繕計画や施設設備特定資産確

保など将来性・安定性のため明確な施策の検討が望まれるため、学園全体を対象とし

た「浦山学園施設維持管理に関する規程」が平成 27 年度に制定された。その規程に

基づき、『教育研究施設設備拡充・修繕特定預金』として平成 27 年度決算より特定預

金化を開始した。 

④外部資金の獲得として教育の質向上、地域貢献の公開講座等により、補助金および公

開講座収入の増収を目指している。また、現段階では寄付金収入が見込めないため、

学園全体と対象とした「浦山学園寄付金事務取扱規程」を制定し、寄付金募集活動を

具体的に実施できる体制整備の検討を開始した。また、法人および個人からの寄付を

受けた場合に寄付者が税制優遇を受けられるように『特定公益増進法人』の手続き、

および寄付金の使途目的についても理事会に諮れるように検討を開始した。遊休資産

として（旧）高岡中央学院校舎と（旧）中央予備校富山校があるが、処分の計画はな

い。 
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（４）学園本部にて課程毎の収支を算出しており、現状や課題等を把握している。税理士・

会計学科の定員充足率が低い。また、幼児教育学科と税理士会計学科、日本語学科

の人件費率バランスが悪い。 

（５）学内に対する情報公開については、学園全体の全体会議にて中期経営計画について 

周知し共有は図られている。また経営状況については学園としてＨＰに財務状況や

事業報告書を掲載するとともに、本校でも運営会議や全体会議で決算状況や毎月の

予算執行状況などを定期的に報告しており、学内外に対する経営情報の公開と危機

意識の共有ができている。 

 

(b) 各区分において自己点検・評価を基に課題を記述する。 

人事計画について、採用および人事育成など適切な人員構成に向けた年間計画推進の更

なる取り組みが必要である。 

 中長期修繕計画や施設設備特定資産確保など将来性・安定性のため明確な施策の検討が

急務である。 

 平成 27 年度経営基本方針では教育を取り巻く環境変化に対応することにより各学校の

教育内容の充実を図り、入学定員の充足を目差すことしている。その目標を効果的に運用

するためにも、法人の経営および組織体制を強化するための取り組みを重視している。 

 入学生数の確保が厳しい環境に対応し、学生生徒納付金以外の外部資金の獲得が課題で

ある。 

 

ⱴ йכ♥  ─  

法人全体の帰属収支の構成比率において、約 8 割が学生生徒等納付金であり学生数によ

り財務状況が左右される現状が続いている。収容定員充足率に相応した財務体質を維持す

るため学科専攻毎の収支バランスを把握する仕組みを検討し、少子化の進展に対応できる

財務体質の強化に努め、予算の厳正な執行管理及び健全な予算計画の策定を行う必要があ

る。また、定員充足率の向上と休学退学率の削減、経常費補助金以外の補助金や外部資金

獲得に向けた計画的な取組を行っていく必要がある。 

人事計画について、採用および人事育成など適切な人員構成に向けた年間計画推進の更な

る取り組みが必要である。 

 中長期修繕計画や施設設備特定資産確保など将来性・安定性のため明確な施策の検討が

急務である。 

 平成 27 年度経営基本方針では教育を取り巻く環境変化に対応することにより各学校の

教育内容の充実を図り、入学定員の充足を目差すこととしている。その目標を効果的に運

用するためにも、法人の経営および組織体制を強化するための取り組みを重視している。 

 入学生数の確保が厳しい環境に対応し、学生生徒納付金以外の外部資金の獲得が課題で

ある。 

 

й ≤ ─ ה ⌐ ≠ↄ  

教員の能力、資質向上のためのＦＤ活動を実施するためには、少ない時間内で最大の効

果が出せるような工夫と仕組み作りが急務である。それと同時に業務全体の棚卸し、見直

しをしていくことが改善していくための条件になると考えられる。教員の研究実績等につ

いては早急に調査をし、適正性について整理した上で、今後の人事に反映させていく必要

がある。このことがひいては非常勤講師依存状況の抑制につながると考えられる。 
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事務職員についても実質的に効果のあるＳＤ活動実施のために、具体的な工夫と、枠組

みをつくり、同時に業務全体の棚卸しと見直しを進めていく必要がある。 

教室の不足に対し、クラス数の見直しと受講コマの分散化をはかり、効率向上を目指す

必要がある。これまで同様、時間割設定での合同授業の実施も継続する。また、教室と校

舎施設の改修も計画的に進める必要がある。 

障がい者対応のためには、順次計画を実行に移す必要がある。 

校舎の老朽化対応は急務であり、大規模な修繕が課題である。修繕を計画的に実施でき

るよう予算面を中心に、検討する必要がある。 

施設設備（ボイラー設備、電気設備、消防設備）関して、点検を実施しているが、老朽

化しているため点検に費用が嵩んでおり、修繕できない場所がある。 

実習機器を含めた教育環境の整備に際し、現在の環境整備と併せて、将来の環境整備計

画を持って臨む必要がある。カリキュラム実施計画に基づいた、インフラ整備計画が必要

であり、突発的な計画立案でなく段階的な導入改修が必要である。そのため中長期的なカ

リキュラム運営計画を明確化することと、教室を利用学生数に適合させるなど具体的な段

階が必要である。また、スマートフォンやタブレットなど新しい機器や、ソシアルネット

ワークサービスなど、新しい情報資源に関する利用計画が必要である。 

少子化の進展に対応できる財務体質の強化に努め、予算の厳正な執行管理及び健全な予

算計画の策定を行う必要がある。また、定員充足率の向上と休学退学率の削減、経常費補

助金以外の補助金や外部資金獲得に向けた計画的な取組を行っていく必要がある。 

人事計画について、採用および人事育成など、適切な人員構成実現に向けた年間計画推

進の更なる取り組みが必要である。 

 中長期修繕計画や施設設備特定資産確保など将来性・安定性のため明確な施策の検討が

急務である。 

 入学生数の確保が厳しい環境に対応し、学生生徒納付金以外の外部資金の獲得が課題で

ある。 
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к ꜞכ♄כ◦♇ⱪ≤●Ᵽ♫fi☻ 

 

к ꜞכ♄כ◦♇ⱪ≤●Ᵽ♫fi☻─ ה ─  

理事長は、建学の精神および教育理念・目的を理解し、全教職員の全体会議や、各箇所

との MR会議などで建学の精神、教育理念、年度経営基本方針などを教職員に向け、繰り返

し説明しており、学園の発展に寄与している。 

また理事会も学校法人浦山学園の業務を決し、理事の職務の執行を監督し、本校発展の

ために校内外の必要な情報を収集し、学校法人の意思決定機関として適切に運営している。

理事は浦山学園寄附行為の選任条項に基づき、学校法人の建学の精神を理解し、法人の健

全な経営について学識および見識を有している。 

校長は、学識に優れ学校運営に関し識見を有しており、専門学校の向上・充実に向けて

努力している。 

校長は「富山情報ビジネス専門学校校長選考規程」に基づき選任され、教学運営の職務

遂行に努め、運営全般にリーダーシップを発揮している。 

監事は、学校法人の業務および財産の状況について、毎会計年度監査を行うなど適宜監

査し、監査報告書を作成し、当該会計年度終了後 2 か月以内に理事会および評議員会に提

出している。私学を取り巻く環境の変化から、監事に求められる役割がますます重要にな

ることに対応し、監事体制について検討する。 

評議員は、諮問機関として 19 名の評議員（定数 15～25 名）にて構成し、9 名の理事の

定数の 2 倍を超える数である 19 名の評議員をもって組織している。評議員会は、浦山学園

寄附行為に基づいて開催し、諮問機関として適切に運営している。 

中期経営計画（平成 24 年度～平成 27 年度）にそって平成 27 年度経営基本方針、事業計

画（重点目標・活動計画）および予算を策定した。経営基本方針は 12 月、事業計画（重点

目標・活動計画）、および予算については平成 27 年 3 月に理事会にてそれぞれ審議され、

関係部門の意向を集約し、適切な時期に決定している。事業計画（重点目標・活動計画）

についてはＭＲ会議（業務監査）で、予算については月次報告書によりそれぞれ進捗の確

認と執行状況を適正に管理執行している。 

公認会計士監査法人による監査は計画的に実施され、その指摘事項等について毎回、記

録し、学内で共有している。また、その対応についても適切に行われている。 

資金の運用については、資産運用規程に基づき管理運用している。資産は固定資産管理表

で管理している。 

 予算策定については、平成 28 年度の学校会計基準の改正にあわせ、ステークホルダーに

対し、より適切な情報公表を行うため、目的別機能別予算方式を導入した。 

 

ⱴ кכ♥  ⱪ♇◦כ♄כꜞ─ 

 

 к A  ─ ─ ⅜ ⇔≡™╢⁹ 

（a） 現状 

(1) ①理事長は、各種法令等に規定される職務を行い、この法人内部の事務を総括し、法人

を代表して業務にあたっている。また理事長は、建学の精神および教育理念・目的
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を理解し、全教職員の全体会議や、各箇所とのＭＲ会議などで建学の精神、教育理

念、年度経営基本方針などを教職員に向け繰り返し話しをされており、建学の精神

及び教育理念・目的を理解し、学園の発展に十分寄与している。 

②理事長は学校法人を代表し、その業務を総理し、学校法人の運営全般に 

リーダーシップを発揮している。 

③理事長は毎会計年度終了後 2 か月以内には、監事の監査を受け理事会の議決を経た後、

その決算および事業報告を評議員会に報告し意見を求めている。 

(2) ①理事会は、学校法人の業務を決し、理事の職務の執行を監督し、本校の発展のために

本校内外の必要な情報を収集している。 

②理事会は、浦山学園寄附行為に基づき、理事長が招集し、議長を務めている。 

③理事会は、第三者評価に対する役割を果たし責任を負っている。 

④理事会は、本校の発展のために、学園として基本情報として位置づけをし、校内外の

必要な情報を収集している。 

⑤理事会は、学校法人が教育基本法および学校教育法に従い、学校教育を行うことを目

的とすることを定めている事から、理事会は本校の運営に関する法的な責任があるこ

とを認識している。 

⑥学校法人は、私立学校法第 47 条に基づき、法人の財務情報および本校の教育情報を

ＨＰにて情報公開している。 

⑦理事会は、資産運用規程や個人情報保護に関する規程など学校法人運営および専門学

校運営に必要な規程を整備している。 

(3) ①理事は、浦山学園寄附行為の選任条項に基づき、学校法人の建学の精神を理解し、そ

の法人の健全な経営について学識および見識を有している。 

②理事長は、理事会についても同様に私立学校法第 36 条および浦山学園寄附行為に基

づき学校法人の意思決定機関として適切に運営している。 

理事は、私立学校法第 38 条、学校教育法第 9 条および浦山学園寄附行為に基づき選

任している。 

  ③私立学校法第９条の（校長及び教員の欠格事由）の規定は寄附行為に準用されてい

る。 

 

（b）課題 

学校法人として、文部科学省が取り込む「人口減少の克服に向けた私立学校等の教育研

究基盤強化」に関する「私立大学等経営強化集中支援事業」や「私立学校等改革総合支援

事業」等に継続的に選定される体制づくりを行う。 

学校法人の永続性の観点から、入学定員を確保する。 

「教育の質」の更なる向上に向けた活動ならびに保証システムを確立する。 

 

ⱴ кכ♥ A ─ꜞכ♄כ◦♇ⱪ─  

以下についての取り組みを継続して進める。 

・学校法人として、文部科学省が取り込む「人口減少の克服に向けた私立学校等の教育研

究基盤強化」に関する「私立大学等経営強化集中支援事業」や「私学校等改革総合支援事
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業」等に継続的に選定される体制づくりを行う。 

・学校法人の永続性の観点から、入学定員を確保する。 

・「教育の質」の更なる向上に向けた活動ならびに保証システムを確立する。 

 

ⱴ кכ♥  ⱪ♇◦כ♄כꜞ─ 

 

 к  ╩ ∆╢√╘⌐ ─ ⅜ ⇔≡™╢⁹ 

（a）現状 

(1) ①校長は、平成 16 年に富山情報ビジネス専門学校校長に就任し現在に至っている。長

年公立学校の教員を勤め、また他の専門学校での勤務経験がある。校長は学識に優れ、

学校運営に関し識見を有する。 

②校長は全教職員に対して「建学の精神と教育理念」そして、「教育目的」を明確にし

て表明し、それらを具現化した成果であるディプロマポリシーを評価する上で、学習

成果を焦点とした質保障のための査定の方法や査定サイクルの仕組み構築について

現在、日常的に認識を促し実践を求めるなど、専門学校の向上・充実に向けて努力し

ている。 

③校長は「富山情報ビジネス専門学校校長選考規程」に基づき選任され、教学運営の職

務遂行に努めている。 

(2) 専門学校には教学組織としては教務委員会があり、毎月 1 回開催し議事録を公開し、三

つの方針に対する認識を持ちながら、課題等を共有するなど適切に運営している。 

(3) 平成 26 年度の自己点検評価報告書において、「富山情報ビジネス専門学校教務会議の根

拠となる規程を定める必要がある」としていたが、平成 27 年度中に規定の制定に至る

事ができなかった。 

 

（b）課題 

富山情報ビジネス専門学校教務会議の根拠となる規程を運営会議で検討し順次、着手し

ていく。 

 

ⱴ кכ♥ ─ⱪ♇◦כ♄כꜞ─   

今年度中に、富山情報ビジネス専門学校教務会議の根拠となる規程を定める。 

 

ⱴ кכ♥  ●Ᵽ♫fi☻ 

 

к  │ ─ ⌐ ≠™≡ ⌐ ╩ ∫≡™╢⁹  

（a） 現状  

①監事は、学校法人の業務および財産の状況について、毎会計年度監査を行うなど適宜監

査し、監査報告書を作成し、当該会計年度終了後 2 か月以内に理事会および評議員会に

提出している。 

②理事会・評議員会への出席については、監事が出席できない理事会・評議員会があった

が、出席している理事会・評議員会では意見を述べている。 
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 なお、一昨年に監事が逝去されたことに伴い、3 名から非常勤監事 2 名になった。その

後、常勤監事を置いていない。 

③監事は、法人の業務または財産に関し不正の行為または法令もしくは寄附行為に違反す

る重大な事実があることを発見したときは、これを文部科学大臣に報告し、または理事

会および評議員会に報告することとなっているが、現状このような事例はない。 

また、この報告をするために必要があるときは、理事長に対して評議員会の招集を請求

することになっているが、現状このような事例はない。 

④平成 27 年度自己点検評価報告書において、「監事は、浦山学園寄付行為に基づいて適切

に業務をおこなっている。また今後は監事が理事会・評議員会に毎回出席し意見が述べ

られるように留意する。私学を取り巻く環境の変化から、監事に求められる役割がます

ます重要になることに対し本校でも監事体制を検討する必要がある。」としていたが、平

成 27 年度中に監事体制の具体的検討を行うには至らなかった。 

 

（b）課題 

監事は、浦山学園寄付行為に基づいて適切に業務をおこなっている。また今後は監事が

理事会・評議員会に毎回出席し意見が述べられるように留意する。 

 私学を取り巻く環境の変化から、監事に求められる役割がますます重要になることに対

し本校でも監事体制を検討する必要がある。 

 

к  │ ─ ⌐ ≠™≡ ⇔⁸ ─ ≤⇔≡

⌐ ⇔≡™╢⁹ 

（a）現状 

①評議員は、諮問機関として 19 名の評議員（定数 15～25 名）にて構成し、9 名の理事の

定数の 2 倍を超える数の評議員をもって組織している。現在欠員はいない。選任につい

ても浦山学園寄附行為第 20 条に基づき適切に行っている。 

②評議員会への諮問事項についても、浦山学園寄附行為第 18 条に基づき適切に行っている。

この内容は私立学校法第 42 条に準じている。 

評議員会の運営については、浦山学園評議員会の運営に関する規程に基づき平成 27 年度

は 4 回開催された。 

理事会にて決議された決算については、評議員会にて報告し意見を求めている。 

 

（b）課題 

評議員会は、浦山学園寄付行為に基づいて開催し、諮問機関として適切に運営しており

特に課題はない。 

к  ●Ᵽ♫fi☻⅜ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

（a）現状 

①中期経営計画（平成 24 年度～平成 27 年度）にそって平成 27 年度経営基本方針、事業計

画（重点目標・活動計画）および予算を策定している。経営基本方針は前年度 12 月、事

業計画（重点目標・活動計画）、および予算については平成 27 年 3 月に理事会にてそれ

ぞれ審議され、関係部門の意向を集約し、適切な時期に決定している。なお、学生数の
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減少により収入減少から 5 月に第 1 回補正予算を策定した。 

②理事会にて承認を得た事業計画（重点目標・活動計画）および予算については速やかに

各箇所長を経て箇所へ伝達している。 

③事業計画（重点目標・活動計画）については MR会議（業務監査）で、予算については月

次報告書によりそれぞれ進捗の確認と執行状況を適正に管理執行している。 

④日常的な出納経理業務は各箇所の経理担当者および上長、箇所長の承認後、学園本部課

長、常任理事を経て理事長に報告している。また、本校においても月次の執行状況を運

営会議で毎月報告し共有している。 

⑤計算書類は税理士法人により適正に管理され、学校会計基準どおり表示している。財産

目録も同様である。 

⑥公認会計士監査法人による監査は計画的に実施され、その指摘事項等について毎回記録

し、学内で共有されている。また、その対応についても適切に行われている。 

⑦資金の運用については、寄附行為（第 26 条）に積立金の保管として、その運用方法が記

述されているが、運用財産の運用商品もまたその考えに準じ、元本保証の安全確実なも

のを原則としている。運用商品は地元金融機関の普通預金及び定期預金のみであり、資

産運用規程に基づき管理運用している。資産は固定資産管理表で管理しているが、本学

園が設置している短期大学の棚卸調査が課題であり、公認会計士監査法人の継続指摘事

項の一つであったが、今年度実施し公認会計士の実査も完了した。図書の定期点検同様

に、備品についても学園全体で毎年定期的に実施していくつもりである。 

⑧本学園において寄付金の募集および学校債の発行は行っていない。 

⑨資金状況等については会計処理に基づいて記載、適正に管理し、月次報告書により毎月

適時作成し報告している。 

⑩法定の情報公開（閲覧）については、適切に対応しており、財務面を含めた事業報告や

財務情報を公開し、本校の教育情報の公開も積極的に行っている。学校法人会計基準の

改正に伴い、経理規程など関連規定の改正を行い 3 月の理事会評議員会での承認を受け

ている。 

⑪平成 27 年度の予算策定から、学校会計基準の改正にあわせ、ステークホルダーに対し、

より適切な情報公表を行なうため、目的別機能別予算方式を導入した。 

 

（b）課題 

今後は、目的別機能別予算方式の運用方法について運営会議で検討し順次着手していく。 

 

ⱴ кכ♥  ●Ᵽ♫fi☻─  

・監事が理事会・評議員会に毎回出席し意見が述べられるように留意する。 

・私学を取り巻く環境の変化から、監事に求められる役割がますます重要になることに対

し、本校でも監事体制を検討する。 

・目的別機能別予算方式の運用方法について検討し順次、着手していく。 

 

к ꜞכ♄כ◦♇ⱪ≤●Ᵽ♫fi☻ ─ ה ⌐ ≠ↄ  

以下についての取り組みを継続して進める。 
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・学校法人として、文部科学省が取り込む「人口減少の克服に向けた私立学校等の教育研

究基盤強化」に関する「私立大学等経営強化集中支援事業」や「私立学校等改革総合支

援事業」等に継続的に選定される体制づくりを行う。 

・学校法人の永続性の観点から、本校も含めた設置校の入学定員を確保する。 

・「教育の質」の更なる向上に向けた活動ならびに保証システムを確立する。 

・監事が理事会・評議員会に毎回出席し意見が述べられるように留意する。 

・私学を取り巻く環境の変化から、監事に求められる役割がますます重要になることに対

し本校でも監事体制を検討する。 

・目的別機能別予算方式の運用方法について検討し順次、着手していく。 
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 ─ ╡ ╖⌐≈™≡ 

（a）現状 

① 設置する学科のうち 7 学科において職業実践専門課程の認定を受けることにより、高

等教育における職業実践的な教育に特化した新たな枠組みづくりに向けた取り組みを

行っている。よって職業教育の役割等を明確に定めている。また、平成 27 年度末に幼

児教育学科が認定を受けた。 

② 各高校からの要望が前提であるが、要望に応じて積極的に職業教育における出前授業

等を行っている。また、そのような提案も積極的に行っており、後期中等教育との円

滑な接続を図っている。 

③ 企業との密接な連携により、最新の実務の知識を身につけられるよう教育課程を編成

し、より実践的な職業教育の質の確保に組織的に取り組めるような実施体制が確立し

ている。 

④ 社会人入学（学び直し）についても積極的な受け入れを行っている。 

⑤ 職業実践専門課程認定において、教員は資質向上のため年 1 回以上の研修を受けるこ

とが定められており、本校の教員も計画的に研修を受け資質（実務経験）向上に努め

ている。 

⑥ 特に企業実習においては、実習企業との詳細な実施計画に基づき、その効果測定・評

価をおこなっている。また卒業生アンケートなどを実施し企業ニーズを把握するなど

改善に努めている。 

（b）課題 

職業実践専門課程の認定をうけた学科については、引き続き企業などと連携して、実践

的で質の高いカリキュラムを編成するなど、より社会のニーズに対応できる人材育成を目

指していく。 

（c）改善計画 

税理士・会計学科は、平成 28 年度募集停止のため平成 27 年度申請せず。 

 

 ─ ╡ ╖⌐≈™≡ 

（a）現状 

① 本校では公開授業等は行われていないが、射水市が主催する射水まちづくり大学の運

営協議会に委員として参加しており、年間 12 回開講される講座のうち、3 回を本学で

担当した。射水まちづくり大学は平成 22 年度に開学され、射水市と射水市に所在する

6 つの高等教育機関（富山情報ビジネス専門学校、富山福祉短期大学、富山県立大学、

近畿大学水産研究所富山実験場、富山高等専門学校、放送大学富山学習センター）で

構成され、射水市に在住又は勤務する市民を対象に、市民協働におけるまちづくりの

リーダー育成を目的とした単年制の市民大学である。 

② 学科によっては、私学祭への参加や、国際交流会の実施などにより、地域などと交流

活動を行っている。 
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③ 幼児教育学科の学生を中心に、自主的にボランティア活動に参加し、地域に貢献して

いる。 

④ 学生会の役員を中心に射水市役所に問い合わせて、射水市内の海岸清掃などのボラン

ティア活動を提案し地域に貢献している。 

（b）課題 

本校と地域社会とのつながり強めていく上で、学生によるボランティア活動の参加や、

行政や文化団体等との交流活動を、引き続き積極的に行っていくことが必要である。 

（c）改善計画 

引き続き地域貢献活動に取り組んでいく。 
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з   

 

 

１　専門知識

1-1     コンピュータ全般の知識を理解している。

1-2     

1-3     

1-4

1-5     セキュリティ対策の基礎技術を習得している。

1-6     システム開発の手順を理解している。

1-7     チームによる業務システム開発の経験を有する。

1-8     システム開発に必要なドキュメントを作成することができる。

1-9     システム開発に必要な業務知識を理解している。

２　意欲

2-1　チームにおける自分の役割を理解し、積極的に作業を行うことができる。

2-2　課題に直面した際に、自ら解決する意志を持っている。

2-3　自ら積極的にスキル研鑽を行うことができる。

３　コミュニケーション能力

3-1　チームで作業を行う際に必要となるコミュニケーション能力を持っている。

3-2　自分の考え、行動、成果を人に伝えることができる。

3-3　相手の要望を正しく聞きだし、対応内容を相手に正しく伝えることができる。



- 62 - 

 

 

１　専門知識

1-1     コンピュータ全般の知識を理解している。

1-2     

1-3     

1-4

1-5     セキュリティ対策の基礎技術を習得している。

1-6     システム開発の手順を理解している。

1-7     チームによる業務システム開発の経験を有する。

1-8     システム開発に必要なドキュメントを作成することができる。

２　意欲

2-1　チームにおける自分の役割を理解し、積極的に作業を行うことができる。

2-2　課題に直面した際に、自ら解決する意志を持っている。

2-3　自ら積極的にスキル研鑽を行うことができる。

３　コミュニケーション能力

3-1　チームで作業を行う際に必要となるコミュニケーション能力を持っている。

3-2　自分の考え、行動、成果を人に伝えることができる。

3-3　相手の要望を正しく聞きだし、対応内容を相手に正しく伝えることができる。
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℗Ѓ ἶ  

 

 

１ 専門知識 

1-1     ?                                      
 

   
 

1-2      ピアノ演奏技術についてはソナチネ前半の演奏技術を習得している。 
 

 (   
 

1-3   ?? 弾き歌いの曲を１５曲以上演奏できる技術を習得している。    

1-4       幅広い保育技術を身に着けている。（集団ゲームや手遊び、絵画技術など）  
   

1-5       オフィスソフトウェアの基本技術を習得している。 

 (   
 (   

 (  B  
   

1-6   社会人としての基礎能力を習得している。  (   

1-7       子どもの発達段階を理解し、状況に応じた援助ができる。  
   

２  意欲 

2-1  子 ど も の 幸 せ の 実 現 へ の 使 命 感 を 持 ち 、 深 い 愛 情 に 基 づ い て 幼 児 教 育 を 積 極 的 
行うことができる。 

 
   

2-2  常に新しい保育技術を身に着けようと意識し、行動できる。    
   

2-3  検社会状況に常に関心を持ち、新しい保育感を探ろうとすることができる。  
   

３  コミュニケーション能力 

3-1  子 ど も 、 同 僚 、 保 護 者 と 円 滑 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と れ る 技 術 を 持 っ て い 
る。  

3-2  常に安定した情緒で、相手を受け入れる姿勢を持ち続けられる。  

3-3  さまざまな状況に応じて、判断し対応できる姿勢を持つことができる。  
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１　専門知識

1-1     コンピュータ利用基礎技術を理解している。

1-2     CG関連ソフトウエア利用の基礎技術を習得している。

1-3     Web制作関連ソフトウエア利用の基礎技術を習得している。

1-4     映像制作関連ソフトウエア利用の基礎技術を習得している。

1-5     コンテンツ制作のプロセスを理解している。

1-6     情報通信メディアの利用方法と手順を習得している。

1-7     目的に合わせ、専門ソフトウエアとメディアを複合的に利用できる。

1-8     グループで制作開発するプロジェクトを経験している。

２　意欲

2-1　コンテストやコンペに積極的に参加する意欲と実績がある。

2-2　学外活動に参加し、向上心を持って活動できる。

2-3　検定取得に臨む高い意識を持っている。

2-4　グループワークにおいて、積極的に活動できる。

３　コミュニケーション能力

3-1　相手の話を正しく聞き取ることができる

3-2　要望や課題を的確に伝えることができる。

3-3　学内、学外を問わず必要な情報をかかわる人から得ることができる。
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１　専門知識

1-1     コンピュータの基本的な知識と操作を理解している。

1-2     

1-3    セキュリティに関する基礎知識を習得している。

1-4    Web

1-5     グループで制作開発するプロジェクトを経験している。

1-6     システムトラブル対応の基本的な知識を理解し、実践技術を習得している。

1-7    

1-8     目的に合わせて、学んでいるソフトウエア技術を活用できる。

２　意欲

2-1　様々な取組みにおいて、自主的に考え取り組むことができる。

2-2　検定取得に臨む高い意識を持ち取り組むことができる。

2-3　グループワークにおいて積極的に活動することができる。

３　コミュニケーション能力

3-1　相手の話を聞き、的確に受け答えができる。

3-2　状況に応じた話し方や態度をとることができる。

3-3　自ら考え、自主的に行動することができる。
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１　専門知識

1-1     ホテル業界の仕組みを理解し、宿泊・料飲・宴会を中心としたサービスオペ

　　　レーション技能を習得し、マネジメント業務も体系的に習得している

1-2     

1-3     

1-4    

２　意欲

2-1　ホテル産業が世界経済や社会の流れに連動して成長していることを理解し、自

　　らの成長が必要不可欠であるという意識を持っている

2-2　生活様式の多様化や価値観の変化に大きく左右されるブライダル業界の特質を

　　理解し、積極的に情報収集する意識を持っている

2-3　お客様主体の精神に基づき、幅広く業務を遂行する意識を持っている

３　コミュニケーション能力

3-1　お客様主体の精神に基づき、常に傾聴姿勢にて接することができる

3-2　物事を前向きにとらえるよう努力し、心身共に健康であることができる

3-3　スタッフ間の連携を目的に、常に報告・連絡・相談を実践できる
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１　専門知識

1-1     ( )

1-2      ( )

1-3      

1-4      

1-5     

1-6     

２　意欲

2-1　医療現場を事務面からサポートする専門家としての意識を持っている。

2-2　診療報酬改定時、常に新しい情報を入手する自己研鑚意識を持っている。

2-3　患者主体の精神に基づき、幅広く業務を遂行する意識を持っている。

３　コミュニケーション能力

3-1　患者主体の精神に基づき、常に傾聴姿勢にて接することができる。

3-2　物事を前向きにとらえるよう努力し、心身共に健康であることができる。

3-3　スタッフ間の連携を目的に、常に報告・連絡・相談を実践できる。
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１　専門知識

1-1

1-2

1-3  

1-4

1-5

1-6

1-7

1-8

２　意欲

2-1

2-2

2-3

３　コミュニケーション能力

3-1

3-2

3-3
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１　専門知識

1-1     日本留学試験（日本語・総合科目・数学・小論文）において全国平

均を上回る。

1-2     日本語で短文を速読し、質問に１００％答えられる。

1-3     面接の基本的な質問に対応できる。

1-4     日本語で自分の意見を話すことができる。

1-5     日本語で400字程度の小論文を書ける。

1-6     日本語能力試験N２以上合格できる。

２　意欲

2-1　自分の進学先について専攻科目に対する目標意識が明確である。

2-2　自律学習が定着している。

３　コミュニケーション能力

3-1　公的意識に優れ、学校活動を主体的に行なう。

3-2　報告連絡相談が詳細にできる。
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874,156 343,748

11,871 3,170

3,882 0

115,396 1,924

0 0

44,404 16,409

199,261 30,242

8,652,336 1,275

0 0

0

199

0

0

1,058,562 366,557

590,622 173,739

183,634 62,964

86,426 22,353

1,195 795

45,000 15,000

104,760 450

16,337 1,411

0

0

0

0

923,321 276,714
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0

0

0

0

0

89,578

199

89,578

45,000

0

0

0

0

0

1,047,371

95,667

951,703

0

0

131,487

1,195

131,487

0

16,442

137,577

154,019

0

10,301

0

590,622

183,634

86,426

860,683

187,378

3,882

105,095

44,404

0

1,048,062

8,652

874,156

11,871

0

0

0

0

0

0

0

10,301

104

16,337
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279,835 279,835 0 0

58,412 58,412 0 0

0

0 0

0 0 0 0

10,301 0

9,054 9,054 0 0

36 36 0 0

51,925 0 0

17 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

20,930 20,930 0 0

10,301 0
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874,156 343,748

11,871 3,170

3,882 0

105,095 1,924

44,404 16,409

8,652 1,275

1,048,062 366,527

603,623 175,727

312,088 118,393

                  (                        )                    (                        )

104,117 23,338

                  (                        )                    (                        )

0 0

1,019,829 317,460

28,232 49,067

199 30

0 0

199 30

1,195 795

0 0

1,195 795

27,236 48,302

0 0

0 0

0 0

3,966 302

0 0

3,966 302

6,334

33,570 47,999

32,402

563,727

1,058,562 366,557

1,024,991 318,558
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3,104,613

3,087,533

0

17,079

1,110,752

1,047,371

61,441

0

0

0

0

0

4,215,366

200,120

443,360

279,835

0

643,480

5,066,581

3,571,885

4,215,366
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27

26

25

27

26

25

20 5 80 34

20 21 40 48

30 23 60 19

20 8 40 19

30 12 60 31

25 15 50 32

30 36 60 67

25 27 25 27

20 7 40 10

40 42 80 74

260 196 535 361 0.75 0.67

0.40 0.52

0.25 0.43

1.20 1.12

1.05 0.93

1.08 1.08

0.25

1.05 1.20

0.77 0.32

0.40 0.48

0.60 0.64

0.35

200,120

443,360

643,480

484,351

0

1,110,752

1,127,831

17,079

250.53% 47.25%

5.30% 55.35% 29.96%

1,193,999 1,104,101 89,898 7.53% 53.54% 30.28%

1,152,180 1,092,427 59,753 5.19% 55.49% 30.12%

1,058,562

363,607 342,276 21,331 5.87% 52.25%

353,884 338,393 15,491 4.38% 51.79%

7.78% 50.66%

366,557 318,558 47,999 13.09% 47.94% 32.30%

35.24%

36.79%

1,024,991 33,571 3.17% 57.02% 29.48%

34.78%
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981,690 322,720 948,196 337,177
12,091 2,819 12,655 3,452

0 0 0 0
124,758 13,774 113,097 3,716

3,990 798 5,600 553
0 0 0 0

68,053 13,488 65,976 17,371
3,415 285 4,841 1,338

0 0 0 0
320,463 299,535
131,740 163,363

767,157 829,515
1,986,391 353,884 2,063,905 363,607

624,579 179,450 646,284 190,606
226,434 77,335 205,872 69,675
82,103 19,926 89,861 21,664
2,954 1,437 2,014 1,082

64,342 22,600 45,000 15,000
26,859 550 3,345 0
51,227 33,083 13,066 4,901

0 0
162,929 180,078

829,515 951,703
1,986,391 334,381 2,063,905 302,928

981,690 322,720 948,196 337,177
12,091 2,819 12,655 3,452

0 0 0 0
124,758 13,774 113,097 3,717

3,990 798 5,600 553
0 0 0 0

68,053 13,488 65,976 17,371
3,415 285 6,653 1,338

1,193,999 353,884 1,152,180 363,607

1,111,002 343,697 1,101,789 348,898

639,219 183,286 639,361 189,975
361,508 130,206 347,027 128,152
137,274 54,259 138,954 57,088

95,306 20,837 102,341 22,649
8,282 911 12,480 986
2,954 1,437 2,014 1,082
5,112 2,627 1,682 418

0 0 0 0
1,104,101 338,393 1,092,427 342,276

6,900 9,362

0 0
0 0

570 0
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3,374,988 3,238,283

3,356,505 3,217,291

18,482 20,991

1,000 4,000

0 0

0 0

0 0

912,174 1,010,412

829,515 951,703

78,369 58,412

0 0

0 0

4,287,162 4,248,695

282,162 218,674

526,437 491,706

320,463 299,535

205,974 192,171

808,600 710,380

5,532,218 5,582,609


